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Let’s Do It World 代表からのメッセージ

周囲を見回し、世界のニュースを追っていると、国際組織として私
たちは十分な努力をしてきたとは言えません。このことから、時間
は大切に有意義に扱われるべき贅沢なものであることに気がつき
ます。したがって、それを無駄にするわけにはいきません。無駄に
した時間は世界中の命を環境面で危険に晒しかねないのです。

Let's Do It World はグローバル チームとともに、地球上の主
要なグローバル環境組織の1つとして重要な役割を果たしていま
す。環境意識に取り組む人が増えれば増えるほど、より前向きな
変化を生み出すことができます。そしてその緊急性はこれまで以
上に高まっています。

こうした外面だけでなく、内部でも課題に直面しました。本部リー
ダーシップチーム内の異動、そして組織の今後数年先を見据えた
新たな戦略的方向性プロセスの始動、そして増え続ける資金調達
環境や内部変革プロセスなど、予想よりも時間がかかりました｡

しかし、私たちはこれらすべての課題を克服し、組織として、そし

て人として成長する機会を掴みました。私たちの成功を支援し､
努力し続けてくれたすべての人々、そしてこれからもそうし続けて
くれるすべての人々に深く感謝いたします。

長年にわたる私たちの組織の成長は、World Cleanup Dayに
始まり、持続的な変化を目指すグリーンプロジェクトにまで広が
り、Let's Do It World モデル内の強力なアプローチに従ってき
ました。たとえば、World Cleanup Day を通じてプラスチック
汚染に取り組んだり、また地域レベルでの予防と解決策にも焦点
を当てたり、私たちの総合的なアプローチを通じて体系的な変化
を促していることは明らかです。

世界は私たちを必要としており､わずか6 回の World Cleanup 
Dayを実 施しただけで、2023年の今年､私たちはドバイの
COP28で発表された国連カレンダーに掲載されるという目標を
達成しました｡これは単に驚異的であり､信じられないほどの成功
を収めた年の締めくくりであります。夏には国連SDG動員賞も受
賞しました｡

私たちのすべてのリーダー、チーム、パートナー、アンバサダー､ス
ポンサー、関係者全員のサポートに深く感謝しております。また､
国連カレンダーに正式に登録されるまでの全プロセスを2年以
上かけて支えてくれたエストニア政府にも感謝の意を表します｡

しかし、これらの成功は中心組織だけではなく、広範囲のネット
ワークにとっても深い意味を持ちます。なぜなら、最も重要な問
題は、国連デーへの組み込みを私たちがどのように活用できる
か、真の意味での大規模な活動への参加をどのように生み出すこ
とができるかにかかっていて、その結果が持続可能な社会変化の
可能性を社会全体に高めることになるからです。国連の枠組みに
私たちが加えられたことにより、より多くの参加が促され、より意
義のある協力が進み、広く共感を得ることになります。

あらゆるポジティブなグローバル変革の基盤は、率直な相互理解
と協力の上に成り立っています。私たちは、自らの価値観や目標
にしっかりコミットしていると思っています。グローバルネットワ
ークの継続的でさらに深まるご尽力に深謝いたします。

この困難ながらやりがいのあったこの1年間、私たちにお付き合
くださった皆様に心より御礼申し上げます。

Heidi Solba, 
へイディ・ソルバ  
代表 兼 グローバルネットワーク長

とても刺激的で挑戦のしがいのある、
そして恵まれた年がまた一つ過ぎました！ 
2023 年、Let's Do It World はその過程で
いくつかの重要なマイルストーンを達成しました。
でも、やるべきことはまだたくさんあります。
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2023年はアフリカ、そして世界にとって素晴らしい年となりまし
た。私たちはアフリカで Let's Do It ムーブメントの大きなマイ
ルストーンとその場面を目にしてきました。清潔なアフリカを目指
してムーブメントを展開し、発展し続けるために多くの時間を費や
してくれた、アフリカ全土に散らばるリーダーたちの献身的な努
力のおかげです。

｢Let’s Do It モザンビーク」は、カルロス・セラ氏の有能なリーダ
ーシップの下、2023年の World Cleanup Dayで最多の参加者
数を記録し、325万人の国民を結集させました。

ケニアは、国連のカレンダーに World Cleanup Day を追加さ
せることを目標として、政府、市民社会、学術機関、国連代表の関
係者が出席した世界環境デーを主催し、成功を収めました。ガー
ナでは、Let's Do It リーダーのケイト・オポク氏が、国内で最も
影響力のあるごみ管理の提唱者として賞を受賞しました。

タンザニアでは、アナとニペ・ファジオのチーム（ Let's Do It 

Christine Sayo,
クリスティーヌ・サヨ
アフリカ地域担当ディレクター

担当ディレクターからのメッセージ

World 実践パートナー）が、アフリカなどの国でごみゼロの実行
を広げることを目的として、さまざまな国から集まった50人以上
の参加者を対象にゼロごみアカデミーを開催しました。

これらの例は、アフリカの人々が自分たちの環境に配慮し、大陸
全体の生活の質を向上させるための対策を講じ始めたことを物
語っています。こうした取り組みが目標に向かって前進つづける
環境を整える責任は全員にあります。そのための一つの方法は、
これらの取り組みとその背後にいるアフリカのリーダーたちにス
ポットライトを当てることです。彼らの努力は称賛されなければ
なりません！

2024年に向けて、気候変動の影響を緩和するためにアフリカ人
がアフリカ人のために行った素晴らしい取り組みを祝し、脚光を
あて続けましょう。アフリカの Let's Do It ムーブメントの偉大な
リーダーたちが成した仕事とポジティブな影響を認め、感謝の意
を表しましょう。絶対にできる！ だから Let’s Do It!

3

私たちは、北米の地方自治体、企業、機関、組織におけるごみ関
連の問題と社会的責任について意識を高めるために、新しくて進
化したテクノロジーとマーケティング手法を積極的に開発してき
ました。

多面性のあるテクノロジーとマーケティングプラットフォームを使
って、World Cleanup Day の重要性を人々に啓蒙を図り､ごみ､

Bill Willoughby,
ビル・ウィロビー 
北米地域担当ディレクター

特にプラスチックの不法投棄の問題に取り組んでいます。これに
より私たちの地域全体で重要な方策を語る話し合いやアクショ
ンが活気づけられました。

私たちのコアになる信念は、みんな正しい行動をしたいと望んで
いるのだという考えです。彼らに必要なのは、ちょっとした励まし
や動機だけです。Let's Do It World ムーブメントがさらに何百
万人もの人々を活性化し､地域コミュニティ内でのクリーンアップ
活動に参加することができたらどうなるかを考えてみてください｡
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2023年の経済不況と高金利という懸念材料があったにもかかわ
らず、アジアの World Cleanup Day (WCD) コミュニティの熱
意は依然として強いものでした。その WCDアジアファミリーの回
復力は、大量のごみを収集し、若い WCDボランティアの意欲を高
める斬新な環境教育を実施したインドネシアやラオス、台湾のチ
ームの目覚ましい成果をみても明らかです。

WCD2023では、インドネシアチームはボランティアの総数
を260万人に伸ばし、クリーンアップ活動で3,000トン以上のご
みを収集し、成果を上げました。私たちのラオスチームは、1人
当たりのゴミ回収数が最も多く、台湾チームは若いWCDボラン
ティアの意欲を高めるために、環境教育を刷新しました。これら
は、2022 年のバーチャルリーダーアカデミーと ReLeaf シリー
ズのスピーチで奮起したアジア WCD ファミリーのおかげです｡

2023年の成功は、いくつかの重要な要因に起因すると考えられ
ます。まず、不必要な課題を避けるために事前に計画を立てまし
た。私は、アジアコーディネーターのアグスティナ・イスカンダル
氏と緊密に協力して、アジア初の対面でのリーダーアカデミーを
開催しました。これは、各国のリーダーと関係者の関心を高める

Leo Lin,
レオ・リン
アジア地域担当ディレクター

ための最も重要なイベントでした。私たちは、2023年の第1四
半期に皆様のフィードバックとニーズに耳を傾け、国立台湾大学 
(NTU) と基督教福音宣教会 (CGM) からリソースを調達して、イ
ンドネシアとシンガポールの LDI チームによるリーダーアカデミ
ーを組織しました。

さらに、WCDリーダーになっていない、政府、企業、NGOが 
WCDリーダーと交流できるよう招待しました。例えば、インドネ
シアの副大臣と新北市長との会談は、WCD台湾チームと新北市
の関係を橋渡しし、素晴らしい WCD 2023 を開催することに繋
がりました。

最後に、2023年 アジア太平洋 WCD カンファレンスの成功に
刺激を受け、WCDアジアオフィスを設立しました。アグスティナ
氏がこのアイデアを提案し、私たちはカンファレンスで肯定的な
フィードバックをくれた関係者、例えば KPMG や CGM のアジア
太平洋環境社会・ガバナンス責任者からの支援を得ました。

結論として、私たちは2023年の成果を誇りに思い、WCDアジ
アを通じて母なる地球を守る取り組みを続けることに喜びを感
じています。

2023年は、新型コロナウイルス感染症の影響で失われたリズム
を取り戻す年でした。疑いなく、それはラテンアメリカ地域も世界
全体も変わってしまったことを意味しています。

このような状況を受け入れつつも、組織として適応する方法を知
ることが大切です。個々の環境や社会的環境の重要性を認識し､
環境責任と共同体の協力を常に考えていきましょう。これによっ
て、私たちが生まれてからずっと過ごしてきた環境を守ることが
できます。

共通の目的をもって取りまとめられ、組織化したコミュニティの

Alejandra Rivera Santos,  
アレハンドラ・リベラ・サントス
ラテンアメリカ地域担当ディレクター

理想を分かち合い、それを創り上げようと励ましてくれたLet's 
Do It World に感謝します。このおかげで私たちはさまざまな国
で､気づきから始まり行動に至るまで、多面的な環境責任に向け
て前進することができました。

政治的、経済的、技術的側面から、私たち人類が議論し、克服し
なければならない課題が数多くあるため、その道はまだ遠いで
す。しかし、Let's Do It World の活動との連携を通して、個々の
人から彼らが住んでいる社会、そしてその周囲には、学び、波紋を
広げていく余地はあります。
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2023年は、ヨーロッパにおいて集合的な環境活動にとって大き
な進歩と協力が見られた、極めて重要な年となりました。EUグリ
ーンディールと気候変動協定に向けての欧州連合の取り組みは､
大陸全体、特に Let's Do It ムーブメントにおいて活性化させま
した。このムーブメントは、プラスチックごみの差し迫った問題だ
けでなく、広範囲の環境課題に対処するために、さまざまな分野
を団結させるのに役立ってきました。

キーとなる取り組みは、前向きな変化を推進する上で重要な
役割を果たしてきています。たとえば、World Cleanup Day 
や Digital Cleanup Day は、広い範囲で参加者が増え認識が
広まりました。ドイツで始まり、ヨーロッパ全土に広まるよう作ら
れた Waste Primer のパイロットは、知識のギャップを埋め、よ
り環境に配慮した社会を促進するために必要な教育プログラム
の良い手本となっています。これらの取り組みは、情報に基づい
た意思決定と効果的な戦略を得るために重要な高品質データに
よって支えられています。

市民社会と富士通ヨーロッパのような企業との協力による
｢ Planet and Pixels 」パイロットプロジェクトは、成人への環
境管理教育の重要性、特に無駄なデータを注視しています。これ
らの環境キャンペーンの認知度と影響力を高めるには、欧州議会

Holger Holland,
ホルガー・ホランド
ヨーロッパ地域担当ディレクター

議長のロベルタ・メッツォラ氏などの欧州の政治指導者に関わっ
てもらうことが不可欠でした。ブリュッセルで開始されたWorld 
Cleanup Day のキャンペーンへの彼女の参加は、環境問題に
取り組む際の市民社会と政治団体との重要な連携を象徴してい
ます。

Let's Do It World ムーブメントは、包括的な政治的立場を EU 
議会に提示し、環境法の厳格化、地球規模の持続可能性教育の
強化、循環経済への支援、プラスチック消費の大幅な削減、プラ
スチックごみに対する企業の説明責任、およびプラスチック危機
に対処するための世界的な法的枠組みの確立を提唱しています。
これらの見解は、環境課題に対する総合的なアプローチを反映
しており、ヨーロッパから始まり世界に広がる持続可能な未来の
創造を目指しています。

市民社会、文化分野、政治家や企業が協力すれば、現代の重大
な環境問題に対処できるという確信は、単なる希望にとどまら
ず、行動を呼び起こすものです。協力することで、ヨーロッパと世
界をよりクリーンで健康的でごみのない環境に変え、地球の再生
力としての人類の役割を再定義する機会が生まれます。この集団
的な取り組みは、Let’s do it – together!（一緒にやってやろ
う！）という言葉の精神を具体化しているものです。

担当ディレクターからのメッセージ5

私たちが Let's Do It World で行っているような、世界レベルで
ボランティアプロジェクトを実施したり、大規模な社会イベントを
組織したりすることは、今日世界中で見られる政治的、経済的、
社会的な複雑さのため、常に困難を極めています。

しかし、増え続ける環境問題に対して常に謙虚で志あるボランテ
ィア同士の強力な国際ネットワークがあるとき、それは刺激的で
楽しいものになり得ます。私たち Let's Do It World の NGO 

Nima Zare,
ニマ・ザレ
西アジア地域担当ディレクター

は、この貴重なネットワークを持つことができて幸せだと感じて
います。私たちの愛すべき地球規模のファミリーは、環境に対す
る人類が侵してきた足跡を減らし、社会に持続可能な変化をもた
らすという目標に向けて私たちを導く、唯一無二の原動力となっ
ています。

西アジア諸国にも情熱的なリーダーとボランティアからなる優
れたチームがあり、私たちは年間を通して、特に WCD 2023 の
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期間中、人々がこの地域の環境問題に対処するための行動を起こ
し、ムーブメントに参加するよう呼びかける多大な努力を見てきま
した。この地域の国々のすべてのチームメンバー、ボランティア、
そして責任ある国民が、自分たちの前向きな努力、能力、知識を
他の人々と共有していることはありがたいことです。そしてまた、
彼らの地域社会をより良く、より安全に暮らせる場所にしようとい
う取り組みにも大いに感謝の意を表します。

2023年末、西アジア地域では重要な国際イベントCOP28が
ドバイで開催されました。それはLDIWコミュニティにとってエ
キサイティングなニュースとともに終了しました。多大な努力の
末、World Cleanup Dayが国際国連デーとして認められ、国連
のカレンダーに正式に追加されました。西アジア地域のチームリ
ーダーを代表して、この素晴らしい成果に対して世界中のLDIW
ファミリー全員にお祝いの意を表したいと思います。

2024年の計画では、できるだけ多くの環境活動家を集めること
と、まだチームが存在しない国で新しいリーダーを発掘して地域
内のネットワークを拡大することが主な焦点となります。

次のステップとして、私たちはアイデアを交換し、共同プロジェク
トを実施する可能性を探りながら既存のチームに力を与えること
を目指します。これは今後も私たちの主な目標であり続けるでし
ょう。

さらに、私たちは西アジアで初めてとなる対面での集会の可能性
を模索します。私たちは、地域イベントが人脈拡大、知識の共有、
ブレインストーミングのために有益な機会を提供すれば、地域内
のすべての国の間でより効率的なコラボレーションが実現すると
信じています。

一人旅だったら挫折にも繋がりかねない長旅であることは誰もが
承知しています。しかし、力を合わせて共に歩むことで、私たちは
遠くまで進み、素晴らしい物語を生み出すことができるのです。

｢諦めさえしなければ実現できない夢はない！」ということを常に
忘れないでください。

オセアニアは、非常によく知られた場所だけでなく、知られていな
い、または忘れ去られている場所も多く含む広大な地域であり、
オーストラリア、ニュージーランドをはじめとする数万の島々が存
在します。また、世界で最も貧しい地域の一つでもあり、世界最高
レベルの福祉を受けています。

周辺地域の何十億人もの世界最大の環境汚染者が全てのごみを、
強い海流と特定の期間に最も頻繁に吹く卓越風にのせてオセア
ニアに運び込んでいます。東からはアメリカ大陸があり、太平洋の
汚染の一因を作っています。私たちは皆、太平洋ゴミベルトや無数
の環流、ごみの浮遊島などについて耳にしたことがあるでしょう。

この地域の人々はクリーンアップの方法を知っています。なぜなら
彼らは海岸線で毎日ごみを目にし、腐敗臭がするので、たとえ自

Pål Mårtensson,
パル・マルテンソン
オセアニア地域担当ディレクター

分たちが捨てたものでなくても、それを処分しているのです。ここ
では海洋ごみが深刻な問題となっています。海や沿岸の野生動
物を傷つけたり殺したり、生息地を損傷させ、地元の漁業や海事
産業に経済的損失を与え、沿岸地域の生活の質を低下させたり
する可能性があるからです。さらに人間の健康と安全をも脅かし
ます。

Let's Do It World は、この地区の多くの国と地域で活動して
います。私たちはさまざまなプログラムに協力し、できる限りサポ
ートし、支援していますが、非常に素晴らしいスマートな解決策
を備えた、小さな島々の地元の取り組みに勝るものはありませ
ん。固体廃棄物、化学廃棄物、有害ごみの規制を管理する重要な
政策手段であるキリバス廃棄物管理資源回収戦略(KWMRRS 
2020.2030) がその代表的な例です。

https://pacific-data.sprep.org/dataset/kiribati-waste-management-resource-recovery-strategy-2020-2030


LDIW ANNUAL REPORT 2023

77 担当ディレクターからのメッセージ

私たちの地域のプラスチックごみは、非常に長い年月オセアニア
全土に浮遊し続けるため、汚染物質として特に解決し難い問題に
なっています。しかし、人間、動物、自然そのものに大きな問題を
引き起こすごみは他にもたくさんあります。

オセアニアの人々の生活を脅かす5つの主要な環境問題があり
ます。

• 海岸侵食と海面上昇
• 健康的な食品と水の供給
• 異常気象現象
• 海洋採掘と掘削
• 不均衡な気候資金

私たちの地域における廃棄物汚染の課題は、これら5つの問題
の｢原因と結果｣の両方で、問題の一因となるものもあれば､問題
に直接影響を与えるものもあります。したがって、毎年 World 
Cleanup Day に参加することにより、世界的な不法投棄の危機
を真剣に受け止め、解決策の一員として貢献することになります｡

オセアニアでは誰もがいつでも、喜んで自分の役割を果たします｡

この組織の一員となり、サステナブルな活動に参加し、変化をもた
らす行動を起こし、ムーブメントに関わる素晴らしい人々に出会う
機会があったことをうれしく思います。

戦争、さまざまな紛争、不況、自然災害など、私たちの周りに起こ
っているものについてここで書きたいわけではありません。私は
ここで、本部チームとこの組織の人々が目標を達成するために必
死に行なっている作業や息を呑むような献身について書くつもり
はありません。また、困難なことや金銭的、あるいは私たちが生
きていくために日々対処しなければならないさまざまな話題につ
いて書きたくはありません。

では、私は何について書こうとしているのか？人として！

人間としての基本的価値感は何でしょうか、何が私たちを人間たら
しめているのでしょうか？どうすればより良い人間になれるでしょ
うか？ここではこれらの質問に対する答えを見つけることはできま
せんが、いくつかの基本的な価値観を伝える方法は知っています｡

人間であることの価値観に大きく関係するさまざまな事柄につい
て教え、意識を高め、議論することは、私たちの組織を通じて行う
ことができるでしょう。

組織は、人々の本質的な価値を形成し、思想世界を創造し、意識

Rein-Eerik Savi, 
レイン＝エーリック・サヴィ
NGO Let’s Do It World CED

を高める主体となるべき時が来ています。人々がそのことを認識
すればするほど、より正しい決定を下すことができ、私たちの集団
の未来はより希望に満ちたものになるでしょう。

宗教や文化の違い、また政治的野心、それらすべてが脇に置かれ
る日が年に1日あることを認識することも良いことです。世界中の
人々が共通の目標に向かって協力する1日。

それは可能です、私たちは実行します。毎年！そして、そのために
は、設定された目標を達成するべくより多くの人々を巻き込むよう
に努めなければなりません。

私たちはなぜそれを行うのかという目標を持ち続けています。私
たちは何かをするために何かをしているのではなく、それを信じて
いるからやっているのです。そして、私たちがまだ成し遂げていな
いもっと大きな目標があります。

最後に、国連カレンダーに登録された World Cleanup Day！と
いう大きな節目を迎えられたことを皆さんに祝い、感謝したいと
思います。逆境をものともせず成功を収めたという非常に有名な
言葉で言い換えれば、これは組織にとって確かに大きな一歩です
が、人類にとってはさらに大きな飛躍であることは間違いありま
せん。でも、私たちはまだ旅の始まりにすぎないように感じます。
この旅が成功しますように！
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World Cleanup Day 台湾
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彼らが献身的に支えてくれていることは、私たちの組織の大きな
使命を支える原動力となっています。これらの優れた人たちは、
積極的な改革へのメッセージを世界中に広め、私たちの共通の
夢を実現させる上で重要な役割を果たしています。

アンバサダーと後援者の皆さんは、年間を通してさまざまな方法
で World Cleanup Day 2023 のキャンペーンのために力を尽
くしてくれました。

1月には、WCDアンバサダーのエリナ・ネチャエワ氏が私たちの
年次カンファレンスを祝ってくれました。彼女の歌の才能を見事
に発揮して、タリンで行われたカンファレンスの授賞式で各大陸
をテーマにした5曲を発表し、最近のシングル曲「Planet B」の
ライブパフォーマンスで締めくくりました。エリナ氏はこの曲の収
益の50％を寄付するだけでなく、エストニアのテレビ番組のコン
テストで得た賞金もLDIWに寄付しました。

6月6日、ロベルタ・メッツォラ欧州議会議長とともに、ブリュッセ
ルで開催された欧州議会で World Cleanup Day 2023 のキャ
ンペーンを開始しました。さらに、9月16日にニューヨークのエス
トニアンハウスから行われたWorld Cleanup Dayの生放送中
に流した録音メッセージの中で、メッツォラ氏は次のように述べ
ました。｢今日の議論を実現してくれたこのキャンペーンの主催者
に感謝いたします。廃棄物関連問題に取り組むあなた方のリーダ
ーシップと献身は称賛に値します。あなた方の共同作業はまさに
私たちが必要としているものです。より多くの人が情報を得るこ
とができれば、社会が直面している環境問題に積極的に取り組
むことができるようになります。」

9月16日のWCD本番では､バングラデシュ出身で現在ニューヨ
ークに住んでいる11歳のファーティハ・アーヤトさんがユース大使
として出演しました。彼女は私たちのスタジオに参加し、どうして

Let’s Do It World アンバサダー

環境問題の提唱者になったのか話しました。彼女は､｢私にとって
WCDは重要です｡なぜなら､すべての人々が団結し､大きな影響を
与える1つの世界的な運動に参加するからです｡｣と強調しました｡

5度の世界記録更新を果たした水泳選手であり、WCDアン
バサダーでもあるメルル・リーヴァンド氏もニューヨークを訪
れ、World Cleanup Day を応援するためにスタジオに来て、海
洋プラスチック汚染に対処する必要性についての感動的なメッセ
ージを伝えました。その前日、彼女はロッカウェイ・ビーチで自覚
を促すためのスイミングイベントを実施したところ、自発的にビー
チのクリーンアップが始まりました。メルル氏のやる気を起こさせ
るインタビューをここでご覧ください。私たちは12月のCOP28
中でもメルル・リーバンド氏に会い、再びライブインタビューを行
いましたが、彼女は海洋汚染に関するメッセージをさらに強調し
ました。そのインタビューはここで見ることができます。

私たちの新しいWCDアンバサダー、ヨハン・ウルブ氏がニューヨ
ークのライブ放送に出演し、イビサ島（スペイン）の自宅から、外
の世界に向けた World Cleanup Day と、私たちが内面ででき
るクリーンアップ活動とのアライメントについて話しました。ヨハ
ン氏自身のコーチングでは、周囲の環境は私たち自身の内面的
認識を反映しているという視点に取り組んで実践しています。彼
は自身の内面浄化の哲学をライブ放送で発表し、私たちの体は
常に現在にあるが、心はしばしば別の場所にあり、元の状態に戻
るのに数分しかかからないことを思い出させてくれました。ヨハ
ン氏の心安らぐ啓発的なインタビューをここで体験してください｡

9

Let’s Do It World は
アンバサダーと後援者の皆さんに

誇りを持って敬意を表し、
感謝いたします。

Let’s Do It World アンバサダー

https://www.worldcleanupday.org/ambassador
https://www.worldcleanupday.org/patrons
https://youtu.be/qmH0dOX6DMk?si=O5vz9Te6blwDNHmx
https://www.youtube.com/watch?v=iKcXbqoRql8
https://www.facebook.com/worldcleanupday.global/videos/324689303665754/
https://youtu.be/PpwscumbawA?si=tNZygk--gnX_JSFg
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Ursula von der Leyen
ウルズラ・フォン・デア・ライエン：
欧州委員会委員長

Faatiha Aayat  
ファーティハ・アーヤト：
World Cleanup Day ユースアンバサダー

10

Roberta Metsola    
ロベルタ・メッツォラ：
欧州議会議長

｢World Cleanup Day の後援者であることをとても誇り
に思います。私たちは地球の扱い方を変え、地球の資源
にもっと気を配り、生物の多様性を保全する必要がありま
す。誰でも全ての人がこれに貢献できます。」

｢汚染、ごみ処理、資源の持続可能性はすべて、欧州議会
が真剣に受け止めている懸念事項です。だからこそ、環境
に優しい目標を追求し続けるために、World Cleanup 
Day のようなムーブメントが非常に重要なのです。ごみ関
連問題に取り組むリーダーシップと献身さは称賛に値しま
す。」

Let's Do It 後援者

Let's Do It アンバサダー

ファーティハ・アーヤトさんは12歳で、バングラデシュ出身です
が、現在は米国のニューヨークに住んでいます。彼女は World 
Cleanup Day のユースアンバサダーであると同時に、子供の権
利活動家であり気候変動運動家でもあり、地球温暖化、気候変
動､炭素排出、化石燃料などに対して定期的に声を上げています｡

さらにハーバード大学継続教育学部の「リーダーになること」に
関する専門能力開発プログラムを受講し、小学校の卒業式でも
｢優れた学業に対する大統領賞・金賞」を受賞しました。

ファーティハさんは「CHILandD」という自身の組織で気候、健
康、情報、学習、開発の問題に取り組んでいます。彼女は国連環
境計画が主催する「マイゴール・より良い未来のために」でチャン
ピオンになりました。火星探査車パーサヴィアランスや小型のロ
ボットヘリコプターインジェニュイティのプロトタイプ（原型）は
NASAのジェット推進研究所での展示にノミネートされました｡

また､アドベナ・世界アートコンペティションの「脅威にさらされて
いる海」部門でアメージングアーティスト賞を受賞しています｡

Let’s Do It World アンバサダー
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クリスチャン・ヤルヴィは、エストニア/アメリカの著名な指揮者、プロデューサー、作曲家、編曲家です。

Kristjan Järvi
クリスチャン・ヤルヴィ：
World Cleanup Day アンバサダー

｢Let's Do It World は、意義を生み出し､人類を次のレベ
ルへと引き上げる機会を与えてくれる必要不可欠なもので
す。Let's Do It World の環境活動には、個人、地域、世
界､すべてのレベルが関係しています！

自分自身や環境に対して責任を持つことで、私たちは新し

｢ ウミガメの生物学者として、私は15年以上にわたってプラ
スチック汚染が海洋生物に与える痛みや苦しみを目の当た
りにしてきました。すでに絶滅の危機に瀕しているウミガメ
は､プラスチックを摂取し､プラスチックのためにヒレ足や体
の一部を失い､その結果､ゆっくりと痛みを伴う死を遂げるこ
とがよくあります。

ウミガメが直面する脅威はこれだけではありません。消費中
心の経済から生じる､私たち人間の便利さを優先したライフ
スタイル､そして個々の人々の行動から生じている脅威なので
す。プラスチック汚染の危機は世界的な問題です。多くの場

い現実を作り上げることができます。何をすべきで､何をす
べきでないかの決断に向けての人類の姿勢は、確固たるも
のとなりました。エストニアから世界へと発展したこの運動
は、エストニア人の考え方の大きさ､自然との関わり方や自
然そのものを雄弁に物語るものです｡」

合、一人では解決できず、集団でなければ解決できない圧倒
されそうなほど大きな問題です。

当然のことながら、World Cleanup Day のアンバサダーに
任命され、人々を結集し、自らの役割を果たすよう鼓舞する
世界的な取り組みに携わることができたのは大変名誉なこ
とです。また、World Cleanup Dayに参加し、すでに起こっ
てしまっている被害を修復し、WCDの日だけでなくその後も
プラスチックのないライフスタイルと意識ある消費ロールモ
デルとなることは大変光栄です。」

11

クリスティン・フィグナー氏はドイツの海洋保護生物学者、作家、科学コミュニケーター、海洋アドボケーターであり、ウミガメの保護
とプラスチック汚染との闘いの活動で知られています。

Christine Figgene
クリスティン・フィグナー：
World Cleanup Day アンバサダー

Let’s Do It World アンバサダー
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メルル・リーヴァンドはエストニア・タリン出身の競泳選手､モデ
ル､アクアプレー､ SWIMERA CEO ､ AMBASSADOR､トライ
アスロン選手､国際広報担当､オープンウォータースイマー｡彼女
は主に､現代の生きる人魚と氷の王女として知られており､水の世
界に対する情熱と人生の探求をし続けています｡

彼女は、海洋に関する法律を変えました。また世界経済フォーラ
ムは彼女を気候変動と海洋汚染に関するフロントボイスに任命し
ました。マイアミビーチの市長は、彼女の誕生日である4月17日を
｢メルル・リーヴァンドの日」と命名したほどです。

エストニア出身のソプラノ歌手、エリナ・ネチャエワは､オペラ界の
新星として､世界中のコンサートや劇場のステージで活躍していま
す｡エリナは､重力の影響を受けない自由な歌声を持ち､そのカリ
スマ性は､クラシックの愛好家だけでなくポップミュージックのフ
ァンも魅了しています｡

エリナはエストニア代表としてユーロビジョンで「ラ・フォルツァ」
を披露しました｡2022年に､地球の未来に対する痛切な思いを表
現した新曲｢Planet B｣をリリース｡

Merle Liivand
メルル・リーヴァンド：
World Cleanup Day アンバサダー

Elina Nechayeva 
エリナ・ネチャエワ：
World Cleanup Day アンバサダー

彼女は4つのギネス世界記録を持ち、アスリートとして､また海洋
アンバサダーとして、その道を歩み続けています｡昨年はハリウッ
ドのショートフィルム賞を受賞し､グローバルインフルエンサーに
選ばれました。

彼女の最大の夢は、PLASTDEMIA（彼女自身の造語で、プラス
チック感染症）の汚染から解放され、地球上のすべての面がきれ
いになるのを見ることです。

この星を壊してしまったら､空の彼方にもうひとつの故郷､第２の
星はないのだと､彼女は音楽を通して語ります｡地球は1つしかな
いのです！私たちの美しい緑の地球を､そしてお互いを大切にしま
しょう｡私たちは１つです！

エリナはこの曲の収入の半分を World Cleanup Day の成功の
ために寄付しています｡

12 Let’s Do It World アンバサダー
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ヨハン・ウルブ氏は、エストニア系アメリカ人の俳優、プロデュー
サー、エネルギーを熟知していることで名高い自己啓発コーチで
あり、ピラミッド・ブレス・メソッドの創始者です。

Johann Urb
ヨハン・ウルブ：
World Cleanup Day アンバサダー

ヨハン氏は人々が自分自身を受け入れ、自己探求の旅に導かれる
よう支援し、その過程で彼らの全ての側面を包括するよう尽力し
ています。彼は深い洞察力で、目的あるバランスの取れた人生を
追い求めている人々奮起させ、勇気づけ続けます。

13

｢経験を共にすることによってコミュニティが成長するのは
自然のこと。人々を団結させれば大きくなり親密さが増しま
す。私は人々と一緒に内面からのクリーンアップを行ってお
り、World Cleanup Dayは外の環境に取り組むことを奨
励しているので、ぴったりフィット。私たちは内面からクリー
ンアップし、外もクリーンアップします！
私たちは一緒に協力することでより良い結果を得ることが
できます。内面と外面は同じであり、上と下も同じです。ど

ちらも相互に影響し合うことで共通の価値観が純粋に一致
することを表しています。

皆さんも目を開いて目の前の世界を見てほしいと思いま
す。力強い行動、創造的な瞑想、それらすべてとの真のつ
ながりを感じながら。本当の一体感、それこそ私がWorld 
Cleanup Dayにもたらしたいものです。」

Let’s Do It World アンバサダー

World Cleanup Day リベリア
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14 ミッション・ビジョン・ヴァリュー

ミッション・ビジョン・ヴァリュー

ごみのない世界を取り戻すには、社会全体の団結した努力が必
要です。

私たちはすべての協働活動に楽観的かつ信念を持って、背景に
関わらず本質的な解決策に貢献したいと考えている人々を招き
入れています。

Let's Do It World (LDIW) に
おいては、不可欠な変革の引き金と

なる集団による活動や前向きな
パートナーシップの力の中に私たちの

確固たる信念があると思います。

World Cleanup Day ブルガリア



   ビジョン
ごみのない、クリーンで健康的な世界。

LDIWは、世界で一斉に行われるプロジェクトやイベ

ントを通して、地域レベルでの環境活動を奨励し、グ

ローバルに持続可能な影響をもたらすことを促してい

ます。この運動は、行動変化が自然に起こる転換点と

して社会科学的に言われている世界人口の5%を巻き

込むことで、ごみのない世界の実現を目指しています｡

ヴァリュー

協力 ポジティブ 人々

   ミッション
LDIWは、何百万人もの建設的な考えを持つ人々

を、地域やグローバル規模の活動に参加してもら

って、ごみ問題に取り組む世界的な組織です。

LDIWの主な目的は、不法投棄されたごみが自然

や人間の居住環境や人々の健康に与える影響につ

いての意識を高めることです。私たちは中心となる

人々や意思決定者と協力して、循環経済をサポート

し、ごみを削減する解決策を特定し、実施します。

私たちのグローバルネットワークは、個人、コミュニ

ティ、企業、組織、政府を結び付け、今日私たち全

員が直面している地球三大危機（気候変動、汚染、

生物多様性の損失）の一因となるごみ問題に取り

組んでいます。

LDIW ムーブメントは、3つの核となる価値観に含まれる原則を注視しています。

力を合わせばグローバルな課題に取
り組めます。

私たちは、自然界にごみがあってはな
らないという信念を共有する公有地
や企業、非営利組織や個人の団体を
すべて呼び込みます。ことわざにある
ように、「速く行きたければ、一人で行
きなさい。遠くに行きたければ一緒に
行きましょう。」

私たちは非難するのではなく行動を
起こします。

私たちのアプローチは、責任をなすり
つけるのではなく、解決策を探すこと
を中心に展開しています。私たちは､
建設的な変革を促進し、革新的な解
決策を通じて「ごみへの無関心」問題
に対処することに重点を置いていま
す。

変革は人の中に、そして人を通して起
こります。

変革は個々の心の内側から起こりま
す。そしてそれは人それぞれです。リー
ダーシップは選ばれた少数の人に限定
されるものではありません。それは誰
でも培うことができる能力です。

私たちは、地域の取り組みやグローバ
ルな協力から、ごみのない地球を作り
上げることに専念してくれる若いリー
ダー集団を育成することに力点を置い
ています。

｢私たちはクリーンアップ活動の重要性と関連性を認識し
ていますが、私たちは単なる清掃団体ではなく、意識を
高め、地球三大危機に対処する解決策を提供する団体
です。ごみと汚染はその危機に大きく寄与しています。｣

- ヘイディ・ソルバ
LDIW代表 兼 グローバルネットワーク長
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地球上のほぼすべての国で活動するチームと共に活動してい
る私たちのネットワークは、毎年恒例の World Cleanup Day 
(WCD) と Digital Cleanup Day (DCD)というメインイベン
トを通じて数千万人の人々を結び付けています。小さな草の根の
運動から世界的な現象にまで広がった２つのキャンペーンです｡

LDIWは、｢一緒にやろう！」を意味する「Teeme Ära」という名称
のもと、エストニアで始まりました。2008年5月3日、5万人以上
の人々がわずか 5 時間でエストニアをクリーンアップし、不法投
棄されたごみが10,000 トンという驚異的な量に達しました。そ
れ以来、多くの国がエストニアの例に倣い、ごみのない世界を目
指す運動に参加しました。

The Let’s Do It Foundation は、国際的なクリーンアッププ
ロジェクトを調整するために2011年に設立されました。2012年
には、｢World Cleanup 2012」と称して、数カ月にわたって96
の国と地域で一連のクリーンアップ活動が行われ、スロベニアで
は人口の14％が社会参加を果たし、現在も記録として残っていま
す。

2014年､あらたに大胆な目標が設定されました。数カ月にわた
ったクリーンアップ活動から、世界人口の5％を目標とし、活動を
1日に凝縮した組織的なキャンペーンに移行することになりまし
た。この目標は、150か国以上のリーダーがいる専任のWCDチ

Let’s Do It World（LDIW）は、
世界最大の市民活動ムーブメント
であり、世界的な間違ったごみ処理に
対する認識を高め、解決策を提供する
ことを使命としています。

ームで構成される、史上最大の環境ネットワークが出来上がりつ
つありました。

史上初めて、世界中で同時に行動を起こすように組織された､
1日で行われるクリーンアップです。2018年9月15日に開催さ
れ、その日は157の国と地域から1,800万人の参加者がフィジー
から米領サモアまで広がるグリーンウェーブの中でごみ収集に参
加しました。エストニアのタリン大学で、28時間のライブTV配
信で世界中の視聴者にイベントを放送しました。

2019年に、LDIWネットワーク全体のリーダーやボランティア
を代表し、調整する NGO Let's Do It World が設立されまし
た。WCDは、180の国と地域からの記録的な 2,100 万人の参加
者を団結させました。

2020年、初の世界的なDCD（デジタルクリーンアップデー）が4
月22日のアースデイに開催され、デジタルごみによる環境への影
響の拡大が強く取り上げられました。WCD2020には、新型コロ
ナウイルス感染パンデミックにもかかわらず、166の国と地域か
ら約 900万人が集まりました。

2021年、LDIW 年次カンファレンスが初めてオンラインで開催
され、世界中から 2,500 名を超える参加者が集まりました。新
型コロナウイルス感染症が再び流行した年であっても、191もの
驚くべき国と地域から、約900万人がWCDに参加しました。

2022年にはパンデミックの制限がなくなり、参加者数はコロナ
以前に近づき、5%のインパクトにより、その後に続く社会的影響
を生み出す方向に戻りました。その年のWCDには、190の国と
地域から1,500万人弱の人々が集まりました。

2023年、WCDはUNSDGモビライズ賞を受賞し、国連カレン
ダーに追加されました。1,910万人の参加者があり、国連加盟国
の90%を含む198の国と地域が参加し、過去最高を更新しまし
た。年間新記録となる合計218,704トンの不法投棄ごみが環境
から除去されました。

2008年エストニア
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2009 - 2011年

2008年

2011年
8月4日

2012年

2014年

2018年
9月15日

2019年
2月26日

2019年
9月21日

2020年
9月19日

2021年
9月18日

2022年
9月17日

2023年
9月16日

エストニアに倣って多くの国で
クリーンアップ活動を実施

エストニアで5万人による初の
クリーンアップ行動を実施

国際的なクリーンアッププロジェクト
を調整するため、Let's Do It 財団
を設立

５ヶ月にわたり世界96カ国で一連
のクリーンアップ活動「WORLD 
CLEANUP 2012」を開催

クリーンアップモデルを1日変更
世界人口５％に目標を定める

第1回「WORLD CELEANUP DAY」
を157カ国で開催1800万人参加

WCDと権利擁護を主導するために
｢NGO Let's Do It World」を設立

WCDを180カ国で開催
2100 万人参加

新型コロナウイルス感染パンデミック
の中、166カ国でWCD 開催

パンデミック2年目も
191カ国でWCD 開催

WCD190カ国から1500万人参加

WCD198カ国から1900万人参加、
国連国際デーに登録される

World Cleanup Day 2018 中国
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私たちの「変革の理論」では、World Cleanup Dayやその他の
LDIW活動が健康でごみのない世界をもたらすことをどれほど切
望しているかを説明しています。World Cleanup Dayは、個人､
組織、政府が行動を起こす足掛かりとなります。

World Cleanup Day は、関係者たちがその活動の勢いで組織
的変化を生み出した時にのみ長期的なインパクトを与え続けま
す。個人はサステナブルな生活スタイルをしなければならなく、
企業は循環型、再生型のビジネス モデルを導入し、政府も循環
型、再生型の経済を支援する法律を導入する必要があります。

私たちは、Let's Do It World の役割を、人々を魅了し、教育し､
必要に迫られている変革の媒体として機能させるものと考えてい
ます。だからこそ、私たちは各国の人口の少なくとも5%を参加さ
せることを目指しています。社会に変化をもたらし、持続可能な
未来に向けた変革を加速するために必要な転換点なのです。

LDIWの変革の理論は基礎となるガイドとして機能していま
す。LDIWネットワーク内の各国には、国固有の独自の変革の理
論があります。Let's Do It World は、世界のほぼすべての国に
いる熱心なリーダーたちとそのチームの素晴らしいネットワーク
です。力を与え、教育するという私たちの役割において、私たちは
ごみのない世界を作るために必要な社会変革を主導できるよう、
世界中の未来のリーダーを教育しています。Let's Do It 運動の

Let’s Do It Worldの究極のビジョンは、
ごみのない世界です。気候変動、生物多様
性の減少、資源浪費の危機に取り組むため
に世界的に必要な変革は複雑なものです。
現在の社会の機能には複数の要因と層が
深く組み込まれており、様々なところに影響
を与えることになります。
LDIWの旗艦プロジェクト、
World Cleanup Dayは社会のすべての
人が勇気を出して行動を起こせば、
長期的に影響を与え続けられるでしょう。

初期の頃、エストニアは2008年に人口の12%を参加させ、2012
年にはスロベニアが14%を参加させました。現在、この2カ国は
世界で最も清潔な国となっています。

2018年にWorld Cleanup Dayが始まって以来、6回WCDが開
催されました。この間、合計7カ国が5%に達したか、または突破
しました。6回中4回突破した国もあります。ラトビアです！世界
人口全体では、1.13% に達しています。

2023年の対人口比が9.6%と最も高かった国は、325万人が
参加したモザンビークでした。この国は昨年も200万人が参加
して6.1%を獲得して注目を集めました｡コソボは、2019年に記
録されたWCD比率10.95%という記録を保持しています。こ
れは､組織を超えた支援を通じて十分な人数の人々が関わる限
り、大小を問わずどの国でも長期的な変革が可能であることを
示しています。

｢私たちは、Let's Do It World の役割は
魅力的で教育的なものであり、切実に必要
とされている変革への手段として機能して
いるものだと思っています。」

World Cleanup Day インド
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活
動

役
割

展
望

結
果

成
果

グリーンモデルや
実践例、製品を共有し､
支援、促進する

企業向け
教育プログラム

民間企業が従業員と
ともに

World Cleanup Day
に参加する

リーダーが行動を
起こし、組織的な
変革を促進する

5Rの秀逸な例を共有し､
教育する：デポジットシス
テム、修理工場、堆肥化
ステーションなど

すべての年齢層向け5R
教育プログラム

リフューズ、リデュース､
リユーズ､リペア､リサイクル

World Cleanup Day
に各国人口の
5％を参加させる

変革を促す人、組織､
コミュニティの

協調体制を構築する

廃棄物に関する意識を
高めるために、グローバルで
集中的なコミュニケーショ
ンキャンペーンを実施する

変革をリードし
行政の強力なパートナー
になるためのリーダー
シッププログラム

国の政府や
地方自治体を

World Cleanup Day
に巻き込む

リーダーはごみのない
世界を実現するための
ビジョンとロードマップを

推進、伝達する

人々はグリーンな
アイデアや政党に
投票する

政府は持続可能性と
必要な変化に関する
ノウハウを持つ

政府は変化を
促進させる
意欲を持つ

企業はごみ問題を
認識し、変革への
意欲を持つ

企業はビジネスモデル
を再構築するための
知識を持つ

企業はビジネスモデル
を再構築、あるいは
新規に構築する

持続可能な
生活の

ために知識を持つ

持続可能な
インフラ整備を
支持する

多くの人が
世界のごみ問題を
認識する

企業は循環型・
再生型ビジネスモデル

を導入

各国政府は循環型・
再生型経済への組織的変革を
促進するための法律､
インフラ、手段を導入

人々は持続可能な
消費と生活習慣を
身につける

清潔で
健康的な
ごみのない
世界

エンゲージ、エデュケーション、エンパワーメント

パートナーシップで
目標を達成しよう

陸の豊かさも
守ろう

海の豊かさを
守ろう

気候変動に
具体的な対策を

つくる責任
つかう責任

住み続けられる
まちづくりを

すべての人に
健康と福祉を

インパクトモデル
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World Cleanup Day ベルギー
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ネットワークとメンバーシップ

その核心にLDIWネットワークが、共通の目的のために団結する
個人やリーダーシップの力となっている証があります。ネットワー
クの中心には、数えきれない人々が環境を変えるために時間と
努力を捧げるボランティア精神があるのです。

ボランティア活動の精神は組織のDNAに組み込まれており、責
任を共有するという感覚を生み出し、地球との深いつながりを育
んでいます。このボトムアップのアプローチがネットワークの成
功の鍵です。これにより、コミュニティは環境問題に主体的に取
り組み、Let’s Do It !のグローバルファミリーとして結束させて
います。

LDIWのネットワークは地元の組織に深く根付いていて、他のク
リーンアップキャンペーンをはるかに超えて広がる、変化を促進
する媒体となっています。これは個人的成長や自己啓発のための
プラットフォームにも進化し、環境保護活動の複雑さを乗り越え

Let's Do It Worldネットワークのリーダー
とそのチームメンバーたちは、体系的な変化
を推し進めるアドボケーターに成長しまし
た。これまでの彼らの取り組みから、草の根
主義の変革力と一人ひとりが環境分野で影
響力のあるリーダーとして活躍していること
が読み取れます。

ることができるリーダーを形成してきました。

地域レベルでリーダーシップを育成する取り組みは、組織自体を
強くするだけでなく、より広い範囲の環境ガバナンスに役立って
います。

リーダーシップを限られた地域から国家レベルに移行させるこ
とは、環境維持に向けて総合的なアプローチを確立する上で極
めて重要です。

ネットワークの成功は、ごみの収集量だけで測られるものではあ
りません。コミュニティが変革され、リーダーが育成され、持続
可能な実践が制度化されたか、それらが基準となります。

Let's Do It World は単にクリーンアップキャンペーンを集めて
いるものではありません。それは集合意識を育み、将来の世代の
ために地球を守ることに尽力する世界的なコミュニティを育てる
運動です。

地域レベルの環境リーダーたちのグローバルファミリーを各国
の環境団体に影響力を持つ人物に成長させられる Let 's Do It 
World の力は、この組織が絶大な影響力を持っていることを如
実に表しています。

Let's Do It World は、その活動の過程で、より良い方向への変
革と持続可能な発展の精神を体現し、その成功に貢献してくだ
さった個人、リーダー、チーム、アンバサダー、ボランティア、パー
トナーのすべての皆様に誇りと感謝の念を持ち続けております｡
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北アメリカ
2カ国

カナダ、アメリカ合衆国

ヨーロッパ
40カ国

アルバニア、オーストリア、
ベラルーシ、ベルギー、
ボスニア・ヘルツェゴビナ、
ブルガリア、クロアチア、
キプロス、チェコ、デンマーク、
エストニア、フェロー諸島、
フィンランド、フランス、
ジョージア、ドイツ、
ギリシャ、ハンガリー、
アイスランド、アイルランド、
マン島、イタリア、コソボ、
ラトビア、リトアニア、
ルクセンブルク、モルドバ、
モンテネグロ、オランダ、
ポーランド、ポルトガル、
ルーマニア、セルビア、
スロバキア、スロベニア、
スペイン、スウェーデン、
トルコ、ウクライナ、英国

アジア
19カ国

ブータン、カンボジア、中国、香港、
インドネシア、日本、ラオス、マカオ、
マレーシア、モルディブ、ミクロネシア、
ミャンマー、ネパール、フィリピン、
シンガポール、韓国、スリランカ、
台湾、ベトナム

アフリカ
40カ国

アルジェリア、アンゴラ、ベナン、ブルキナファソ、
ブルンジ、カメルーン、チャド、コンゴ、
コートジボワール、コンゴ民主共和国、エジプト、
エチオピア、ガボン、ガンビア、ガーナ、ギニア、
ケニア、レソト、リベリア、マダガスカル、マラウイ、
マリ、モーリシャス、モロッコ、モザンビーク、
ナミビア、ニジェール、ナイジェリア、ルワンダ、
サントメ・プリンシペ、セネガル、シエラレオネ、
ソマリア、南アフリカ、スーダン、トーゴ、
チュニジア、ウガンダ、ザンビア、ジンバブエ

ラテンアメリカおよびカリブ海地域
21カ国

アルゼンチン、バハマ、ボリビア、
ブラジル、コロンビア、コスタリカ、
キュラソー、ドミニカ共和国、
エクアドル、エルサルバドル、グアテマラ、
ハイチ、マルチニーク、メキシコ、
パナマ、ペルー、プエルトリコ、
スリナム、トリニダード・トバゴ、
ウルグアイ、ベネズエラ

西アジア
19カ国

アフガニスタン、アルメニア、アゼルバイジャン、バーレーン、インド、イラン、
イスラエル、ヨルダン、カザフスタン、クウェート、キルギスタン、モンゴル、
パキスタン、パレスチナ自治区、カタール、サウジアラビア、
アラブ首長国連邦、ウズベキスタン、イエメン

オセアニア
3カ国

オーストラリア、
フィジー、
ニュージーランド

Let’s Do It World ネットワーク
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受賞歴

彼らの取り組みは、各国内でも世界的規模でも高く評価されて
います。

私たちは、受賞した賞の数々をここに紹介し、各チームがその
活動を通して与えた成し遂げた意義ある影響の数々を讃えま
す。

国連 SDG アクション アワードは、国連のSDG活動 の代表的
なプログラムであり、人々を活動に参加させ、鼓舞し、連携する
ことで活動を前向きに変化させた取り組みや個人を表彰するも
のです。

2023年には､190カ国から5,000チームを超える参加申込みや
ノミネーションが寄せられました。そして Let’s Do It World 
は､旗艦キャンペーンである World Cleanup Dayへの取り組
みが評価され、栄誉あるモビライズ賞を受賞しました。

過去には、2021年の国連ハビタット名誉スクロール賞の受賞
など、世界に広がる Let’s Do It World グローバル ネットワ
ークの功績も認められました。
World Cleanup Day は、2019年のエネルギーグローブ賞の
最終候補にも選ばれています。

チームがその地域や地元で賞や表彰をいただけたことも大変
嬉しく思っています。地球上のすべての生き物のために、よりク
リーンな世界を目指してたゆまぬ活動を続けているネットワー
クのリーダーやボランティアにとって、これは大きな意味を持ち
ます。

Let’s Do It World は、
献身的なリーダーやチームとともに
大きな進歩を遂げ、
それぞれのコミュニティ内に建設的な
変革をもたらしてきました。

受賞歴

https://sdgactionawards.org
https://sdgactioncampaign.org
https://www.worldcleanupday.org/post/world-cleanup-day-receives-un-sdg-award-in-rome
https://unhabitat.org/news/16-sep-2021/2021-un-habitat-scroll-of-honour-award-winners-announced
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World Cleanup Day 2023
World Cleanup Day 2023

WCD 2023 参加国

THANK
YOU 1,910万人

参加者

90%

国連
加盟国の

ごみ回収量

21万9千
トン

の
国と地域

198
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198の国と地域から 19,068,786 人が参加し、過去最高を記録
しました。また国連加盟国の 90 %という新たな最高記録にも至
りました。WCDとしては過去2番目に高い年間参加者数を記録
し、新型コロナウイルス感染症以前の参加レベルに戻りました。

今年はいくつかの記録が更新されました。中でも、36カ国が各国
の参加レベルを向上させました。モザンビークの参加者325万人
はリーダーボードのトップとなり、それまでの60%アップとなりま
した。

カンボジアとブラジルは、それぞれ約160万人と60万人となり、
過去の記録のほぼ2倍にすることに成功しました。ドイツも記録を
更新し、前年比ほぼ50％増の43万8,000人に達しました。

エストニアでも今年は5万6,000人が参加し、過去最高を記録、
初めて2008年のクリーンアップデーの参加者数を上回りました。

さらに、コンゴ民主共和国とバルバドスでは、それぞれ440名と
20名という比較的小規模な過去最高記録から、コンゴ民主共
和国では16倍を超える7,229名、バルバドスでは60倍以上の
1,250名となりました。

しかし、一国の人口に対する動員率としてはどうでしょうか?
私たちが世界人口の5%を目指していることを考えると、各国レベ
ルでどれほど取り組まれているか、振り返ってみるのも良いでしょ
う。今年のチャートのトップはモザンビークの9.6%で、僅差でカ
ンボジアの9.3%が続きました。ラトビアは一貫して5%台を突破
し、7.7%を記録しました。

永続的な社会行動の変化を創り出し、廃棄物管理全般、特にご
み発生の抑制対策を順調に進めているこれら3カ国に祝意を表
します。

データを深く掘り下げてみると、私たちのメッセージである永続的
な社会変革の必要性が一般の人々や特に政策立案者の双方に受
け入れられ、将来的に良い傾向にあることがわかります。

私たちは皆さんと一緒に、クリーンで健康的で、ごみのない世界を
実現する媒体として大きなインパクトを与えています。これらの傾
向を見つつ、WCD 2023 の大きな成果を得た事例をご紹介しま
しょう。

今年の結果が物語るように、
World Cleanup Day 2023 は
記念碑的な成功を収めました。
多くの記録を破り、成功に導いた
重要な要素が認められ、
この一年で国連SDGsモビライズ
賞を受賞し、国連国際デーの
仲間入りを果たしました。

結果概要
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WCD 2023 の最も重要かつ目覚ましい傾向は、若者の参加が大
幅に増加したことです。モザンビークでは、教育省との協力体制に
より、1,200以上の学校でごみや汚染に対する意識を授業に組
み込むことができるようになりました。

その結果は？約200万人の子どもたちが参加したため、2023 
年にはボランティア参加者数は国内の記録を更新し、世界記録と
なる325万人に達しました。モザンビークの人口の9.6% に相当
します。WCD 2019 以来、どの国においても最高レベルの数値
です。

ナミビアでは予想の2倍のボランティアが集まり、そのうち80％
が子供たちでした。フランスは、15万人のボランティアのうち3分
の1が子供たちだったと報告しています。バヌアツでも、オリンピッ
ク委員会がクリーンアップ活動を企画したこともあり、若者たちも
子供たちと一緒に並外れた熱意を示して参加しました。

スリランカもまた、数千の学校への参加を優先し、若い世代に意
識を広めることに成功しました。これは、特に今年、世界中で見ら
れたパターンです。

もう1つの注目すべき傾向は、多くの国でWCD活動への政府の
参加が増加していることです。地方自治体から国連代表､各国
大統領まで、明らかに政府関係の人たちが私たちのミッション
に積極的関心を抱き、私たちが発するメッセージをより深く理
解するようになっていることは明らかです。

その結果、私たちの活動は草の根レベルだけではなく、政府内
にも浸透してきています。私たちが直面している不法廃棄物の
増大に対して、各国リーダーは拘束力のある法案の導入を政府
に求めており、政策立案者の関与が必要なことは明らかです｡

若者の力

強化する各国政府

World Cleanup Day 2023

ナミビア

カンボジア
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大きな注目を集めているのは若者や政府だけではありません｡
今年は企業への認知度や企業との連携が明らかに高まってい
ます。ソーシャルメディアプラットフォーム、特に LinkedInで
は、企業や団体が主催するクリーンアップ活動を讃える投稿
で賑わいました。

企業の参入は、参加条件の生命線ともなる3分野（民間・行政·
企業）を完成させ、世界的な不法廃棄物への危機管理意識が社
会のあらゆる分野で高まっていることを浮き彫りにしています｡

戦争、紛争、その他の課題の真っ只中にあったにもかかわらず､
なんとかクリーンアップを実行した国々に多大な敬意が払われ
るのは言うまでもありません。ウクライナでは、｢空を平和に、ウ
クライナをきれいにしましょう！」というスローガンの下、28万
2千人以上が参加しました。ウクライナで過去2番目に多い合計
数です。24の地域でクリーンアップが実行されたことも判明し
ています。

コンゴ、ハイチ、イラン、レバノン、ソマリア、シリア、イエメンの
勇敢なボランティアも、自国の社会的混乱による潜在的な致死
的リスクに直面しながらも、クリーンアップ活動に参加しました｡

民間企業の認知度向上

予想に反して成功する

World Cleanup Day 2023

WCD 2023 のレポートでは、全世界で収集されたごみの総量は
実に218,704トンにもなりました。これは前年を上回っており､
参加者数も2番目に多い年でもありました。重要なことは､この
数字のうち98%はWCDの各国のリーダーの報告から直接得ら
れたもので、「外部」の情報源、つまり指定されたWCDチーム
以外の国からのものはわずか2%にすぎません。

今や、私たちはビーチでペットボトルを拾ったり、公園でキャン
ディーの包み紙を拾ったりするという基本活動をはるかに超え

ごみ―地球上の負担を減らす

て活動しています。多くの国で、WCDのイベントでごみ拾いチ
ームに貸し出された機械を使って、膨大なごみの山が撤去さ
れているという事例が増えています。

そのようなごみは、腐敗したり水に浸ったりし、広範囲の土地
を汚染します。「きれいにする」唯一の方法は全てをすくい上
げることです。この概念は、長年にわたって蓄積してきたごみ
がある国で集められた膨大な量の廃棄物を語るのに、大いに
役立ちます。

エジプト

ウクライナ
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｢参加者数vs.ごみ回収量」という尺度で､メキシコ全土で198万
人の参加者が、タバコの吸い殻の回収に重点を置いた清掃活動
を実施しました。重さ0.2〜0.4グラムの吸い殻を、なんと約22
トン収集したと報告しています。これは7,260万本の吸い殻に相
当します。それもたった1日で！

メキシコの取り組みは目覚ましいですが、これは年間生産される
5兆6,000億本の吸い殻のうちのわずか0.0013%にしか相当し
ません。またその75%は下水路を通って自然界に廃棄されてい

メキシコ ― タバコの吸い殻 22 トン

るのです。タバコの吸い殻はプラスチックでできており、約150
種類の毒素が含まれています。これは生物にとっては致命的で
す。たった1本の吸い殻で1,000リットルの水を汚染する可能性
があります。想像を広げて、世界の川､湖､海、海洋が受けている
汚染を考えてみてください。

この重大な汚染問題に意義深いスポットライトを当ててくれた
メキシコ、本当にありがとう。

World Cleanup Day 2023

https://www.worldnoashtray.com/en/cigarette-butt-littering-information/
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｢参加者数vs.ごみ回収量」という尺度で対極に位置するイエメ
ンは、わずか94人のチームを集め、身近なところから108トン
ものごみを除去しました。同時に、数百軒の家庭を戸別訪問し
ての情報提供キャンペーンや、ごみ処理システムの設置、ごみ
袋の配布が行われ、収集トラック3台とブルドーザーも配備さ
れました。

国連ハビタットによると、20億人もの人々がごみ収集サービスを
利用できていません。そして推定30億人がどこにでもごみを捨
てています。これは、毎日100万トンを超えるごみが私たちの健
康と環境に影響を与えていることを意味します。海も同じです｡

これほどの規模でごみが散乱し、ごみ処理インフラが欠如して
いる地域は、必然的にそれを除去するのに人の手作業ではとて
も処理しきれません。

私たちのムーブメントの規模、熱量、影響力が増し続ける中､
WCD 2023 には国連加盟国から6カ国が初参加しました｡新
規参加国の中には、サモア、ツバル、パラオ、キリバスといった太
平洋諸国も含まれており、いずれも沿岸地域に対する気候変動
の壊滅的な影響について国連レベルで声を上げてきました｡

彼らは、大陸諸国の川から海に流れ着き、自国の海岸に打ち上
げられた大量のごみに対処するための行動を起こしています｡
彼らが声をあげることで、私たちのムーブメントは世界的に広が
り、連携して新たな地平線を越えていきます。

イエメン – 行われている「重労働」

Let’s Do It World に仲間入りした国々

World Cleanup Day 2023

ツバル

｢20億人がごみ収集サービスを利用で
きず ー 推定30億人がどこにでもごみ
を捨てている」
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結果の大小を問わずクリーンな未来への道のりの一環として
WCDに参加した全ての国々の成果を祝します。そして、例年通
り、2023年のリーダーボードのトップに立った素晴らしいリーダ
ーの皆さんの目覚ましい成果とその努力を認め、ここにご紹介し
ます。

最前線に立ったのはモザンビークです。3つのチャートでトップを
記録しました。まず、人口の9.6%に相当する325万人の

2023年の際立った活動報告

World Cleanup Day 2023

2 7 2.2%コソボカンボジア 9.3%

3 8ラトビア 7.7% 1.9%アンドラ公国

4 94.5% 1.7%ブルガリア フェロー諸島

5 104.2% 1.5%エストニア メキシコ

1 6モザンビーク 9.6% キルギスタン 2.4%

2 7 60万ブラジルインドネシア 261万

3 8インド 246 万 43.8万ドイツ

4 9235万 40万アメリカ合衆国 イタリア

5 10198万 38.3万メキシコ フィリピン

1 6モザンビーク 325万 カンボジア 157万

献身的なボランティアを動員し、また「動員数の新記録」を達成
しました。素晴らしい！

参加人数ではその後にインドネシア、インド、米国、メキシコが続
きました。それぞれ261万、246万、235万、198万人が参加しま
した。これらの感動的な結果は、共通の目的のために団結し、環
境のために何かすごいことを行なうエネルギーを蓄えている一人
一人の計り知れない力を表しています。

上位

参加

人数

上位  

人口比

2 7 38.3万フィリピンインド 246万

3 8アメリカ合衆国 235万 10万スリランカ

4 9157万 8.2万カンボジア イギリス

5 1060万 5.6万ブラジル エストニア

1 6モザンビーク 325万 ドイツ 43.8万

参加者数

新記録
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2018 年に World Cleanup Day の取り組みを開始して以来､
私たちは大きな進歩を遂げています｡2018年から2023年ま
での6回のWorld Cleanup Dayの間､ボランティアの驚異的な
ネットワークは､国連加盟国の95%を含む211の国と地域で､
不法投棄された543,704トンのごみをクリーンアップしまし
た｡その結果､新たに合計9,100万人弱の参加者が参加する
ことになりました｡これは世界人口の1.1%を超える数字です｡

しかし私たちは止まりません！来年に向けて、私たちはこの数をさ
らに増やすことを目標としています。マーシャル諸島は、私たちの

世界に広がる私たちのインパクト

World Cleanup Day 2022

来年の参加を求める呼びかけに大いに共感し､ソロモン諸島と共
に参加することを約束しました。トルクメニスタンも関心を示し
ています。

これらの国が参加すると、全ての国連加盟国参加まで残り6カ
国となります。赤道ギニア、エリトリア、ナウル、北朝鮮､セントク
リストファー・ネイビス、サンマリノ。これらの国に2024年のク
リーンアップ活動開催に興味のある友人や家族、連絡が取れる
人がいましたら、ぜひお知らせください｡

モーリタニア
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World Cleanup Day 2023 のインパクト

*Based on Lets Do It World Leaders Survey, conducted in December 2022 with 76 countries participating.

今年のLDIWリーダーアンケートに86
カ国から回答、47%が自国のWCD 
結果を肯定的に評価。
WCD 2023  の成果に最も満足した地域は北米(100%)、最も
低かったのはアフリカ(32%)で、ヨーロッパのリーダーの半数
強(52%)は満足を表明しました。

リーダーたちは、World Cleanup Day への参加レベルは年々
高くなり、マスコミ報道も増え、独立したクリーンアップ活動や
企業パートナーからの参加も増え、政府の関与も増えていると
報告しています。

ぜなら不法投棄ごみの解決策に特定して実行しなければなら
ないことを幅広い分野で理解し、その意識を高め、その上で持
続可能な変化を生み出す必要があるからです。アンケートの結
果、LDIWのリーダーたちは、World Cleanup Day が自分た
ちの社会にさらに根付き、多くの地域で公式デーとなったこと
を喜んでいます。

リーダーたちは学校（参加国の81%）､地域社会（同60%）､
企業（同63%）での教育プログラムや、ごみの分別や堆肥化の
プログラム（40%）やその他の活動（26%）など、WCD 後のフ
ォローアッププロジェクトを定期的に運営しています。

LDIWリーダーの驚くべき92%が、2024年9月20日に次回の
WCDを開催することに高い使命感を感じており、その意気込
みは2022年の同時期と比べて上がっています。

意欲がないと感じているリーダーはわずか3%であり、これらの
リーダーは主に6年以上連続してイベントを企画しているリー
ダーたちです。

アンケートによると、国の体系的な変化を推進し、地元の影響
モデルに取り組む継続的な動機が解決策の鍵となることは明ら
かであり、全体的によく取り組まれているテーマです。

また、社会におけるごみの影響に関する意識レベルを変える継
続的な必要性と、それに対処するための分野を超えた強力な協
力の必要性も高く認識されています。LDIWは、こうした共同の
取り組みを通じてこのような変化を推進できることに興奮して
います。

アンケートによると、92％の国において大規模グループでのク
リーンアップが実施され、合計77％が地元自治体からの直接関
与を受け、56％が地元公共機関内の代表者たちの関与によっ
て構成されていました。

中央政府レベルでの関与の増加により、回答国の98％で閣僚
や大統領が直接参加していることが明らかになりました。今年
は、6人の首相と3人の大統領を含む国のトップレベルの大幅な
増加が見られました。全体として、国の省庁と地方自治体の参
画は平均してそれぞれ72%と76%でした。環境大臣は回答国
の30%に参加しており、来年の参加国にはこの数字を増やすこ
とを強くお勧めします。

環境活動にあらゆる部門が参画することは極めて重要です。な

92%
リーダーの92%は、2024年

9月20日のWCDにやる気満々

81%
回答者の 81% が

学校向け教育プログラムに参加
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5年に亘る6回のクリーンアップ
キャンペーンのインパクト

2018–2023

参加者数

9,100万人
211
の国

と地域

国連

加盟国比

含 95%

世界

人口比

1.13%

543,704
トンの

ごみを収集

2018

2019

2020

2021

2022

2023

参加者 国と地域 国連加盟国比

1,800万人

2,120万人

890万人

860万人

1,480万人

1,910万人

157

180

166

191

190

198

76%

83%

77%

85%

86%

90%

2018年以降、国連加盟国の95％を含む211の国と地域で
世界の人口の1.13%にあたる9,100万人が参加し、
543,704トンの不法投棄ごみを地球から除去しました
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5%達成国（2018-2023）

ラトビア

キルギスタン

モザンビーク

ブルガリア

コソボ

カンボジア

ミクロネシア

5.2% 6.4% 8.7% 7.7%

7.2% 9.5% 7.9%

2018 2021 2022 2023

2018 2019 2021

6.1%
2022

9.6%
2023

5.8%
2018

6.2%
2020

11%
2019

9.3%
2023

9.1%
2021

2018年以来、
持続可能な変化に必要な
転換点である人口5%の
目標を超えた国が
7カ国あります。
ラトビアは WCD 6 回中 
4回（連続3回を含む）で
首位となりました。
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World Cleanup Day 感動ストーリー

アンゴラ

この成長は集団行動の力の証です。人々が変化をもたらす
ために団結すると、素晴らしい成果を達成することができ
ます。World Cleanup Day Angola は国をクリーンアップ
するだけでなく、ごみ処理の重要性についての意識を高めま

｢2018年、私は少人数のボランティアグループ
とともに World Cleanup Day Angola を
始めました。私たちはみんなで地元の海岸か
ら 20 トン 以上のごみを除去しました。
細 と々したスタートではありましたが、
良いスタートでした。数年後、World 
Cleanup Day Angola は大勢を巻き
込んだムーブメントに成長しました。
2023年には、7,318 人のボランティアが
全国各地のクリーンアップイベントに参加し、
1,890 トンのごみを回収しました。

す。私たちは人々に汚染の危険性と、自分たちの生活にど
のように変化をもたらすことができるかを教えています。

街をきれいにすることは、すべての人の健康と福祉にとって
重要です。ごみは病気、呼吸器疾患、その他の健康上の問
題を引き起こす可能性があります。また、川や海を汚染する
可能性もあります。World Cleanup Day Angola は、ア
ンゴラをより清潔で健康的な場所にすることに寄与していま
す。私たちはすべての人にとってより良い未来を築いていま
す。World Cleanup Day Angola の将来は年ごとに大き
く成長しています。国民の継続的な支援があれば、この国に
変化をもたらし続けることができると私は確信しています。

私たちの目標は、アンゴラをごみのない場所にすることで
す。これが壮大な目標であることは承知していますが、私た
ちはその達成に全力で取り組んでいます。World Cleanup 
Day Angola の成功にご尽力いただいたボランティア、パー
トナー、サポーターの皆様に感謝しています。私たちは力を
合わせて、すべての人にとってより良い未来を築いています。｣                         
レナート・ボルボレマ、WCDアンゴラ カントリーリーダー
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私たちの主たる戦略は、州、地域、地方レベルで行動を組
織するためにリーダーを動員すること。各都市で大規模なイ
ベントを開催するために力やツテ、知識を結集することでし
た。今年はブラジル全州で1,841人の組織リーダーが活動を
推し進め、イベントはオンラインで生中継され、2年連続で
番組はスタジオで録画され、後日 YouTube にアップロード
されました。

大学、企業、市役所など大規模なネットワークとの提携に
より、学生や従業員を行動に参加させることができ、全国
への影響力が高まりました。メディアの力により、テレビ、イ
ンターネット、ラジオ、新聞、その他のメディアを通じて有
機的に4,700万人以上の人々にリーチすることができまし
た。ニュースは少なくとも246件のプレスリリースを通して
広まり、価値にして総額2兆7,343億4,800万レアルという
驚異的な金額に達しました。

クリーンアップ活動に加えて、2,034本の植樹をしたり、食料
品や衣料品の寄付キャンペーンを実施したりしたほか、一般
不用品の寄付を受け付けるリサイクル箱をブラジル全土に80
か所設置しました。さらに、#ITakeCareOfMySpace活動
は、ボランティアに自宅を離れることなく自然保護活動や自

然に関するケアを実践するように促しました。このキャンペ
ーンは、新型コロナウイルスのパンデミック中に作成され、そ
れ以来毎年実施されています。

環境清掃：家庭ごみの分別と適切な廃棄、食用油や電子
機器廃棄物の処理、有害ごみのマッピング、デング熱の
発生を排除するための清掃。
デジタルクリーニング：CO2排出量を削減するために、
デバイスから不要なメールやデータファイルを削除しま
す。
連帯清掃：不用品を分離し、必要としている人に寄付。
心の浄化：「ワールド・ウェルネス・ウィークエンド」運動
による瞑想、スポーツ、音楽、ダンス、ヨガ、読書、プロギ
ング。
講演会、ワークショップ、イベントなどをオンラインで企
画。

私たちは100万人のボランティアに向けてさらにレベルア
ップさせて2023年を締め括れたことを誇りに思っていま
す。2024年には気候教育を通じてプラスの影響の次元を倍
増させたいと考えています。」　

エディアイン・ペレイラ
WCDブラジル（「リンパ・ブラジル」）カントリーリーダー

｢ブラジルの WCD 2023 では、
人口の 0.28 %に相当する 60 万人以上の
ボランティアが参加し、1,220 トンの
ごみが回収され、ボランティアの国内新記録
を樹立しました。
人口2億人を超えるこの広大な国で
大規模な動員を実施するには
さまざまな課題がありましたが、
私たちは全国最大のクリーンアップイベント
を推し進める戦略を練りました。

ブラジル

World Cleanup Day 感動ストーリー
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Let’s Do It ! Nicosia の美しさは協力と協調にあります：
ギリシャ系キプロス人とトルコ系キプロス人の各コミュニテ
ィの間に架け橋を築くと同時に、サステナビリティ（持続可
能性）や生物多様性といった環境問題をキプロス国民に勧
奨し、教育しています。

2021年にたった12人で始めましたが、積極的な駐キプロ
ス米国大使館と北部のキプロスグリーンアクショングループ
（Yesil Barıs Hareketi）の協力や、多くの外国大使館、
外交官、そしてUNDPの温かい参加により、2023年には
125人のボランティアに成長しました。 

Let’s Do It ! Nicosia は
分断された都市ニコシアを越えて
島の両方のコミュニティを結集させ、
共通の目的のために力を合わせることを
目指して World Cleanup Day を
実施します。
城壁都市の11の要塞内全域とその周りの
地域を清掃します。

キプロス

ヨーロッパ最後の分割首都における
平和のための清掃

｢私たちは、Let’s Do It! Nicosia が、私たちの世
代にとって先例となり、そして次の世代に向けたイン
スピレーションとなることを期待し、ゆっくりと地球
にやさしいステップを歩んでくれることを願います｡｣ 
イリアナ・ニコルソン医師  Let’s Do It ! Cyprus

Let’s Do it ! Cyprus は、2023年を通じて合計30,000 
人以上のボランティアが参加しましたが、そのほとんどが
小中学校の生徒でした。このキャンペーンでは、偏見や差
別なく、すべての人に無料のクリーンアップ用具を提供する
ため、誰でも参加できます。

World Cleanup Day 感動ストーリー
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しかし、地方自治体がごみ処理システムを確立し、地域社
会が街をきれいにしているため、多くの国民はごみ問題を
個人的な問題や自分たちが取り組まなければならない問題
として認識していない傾向があります。実際、非営利団体
やコミュニティが実施するクリーンアップ活動へのボランテ
ィアの参加率はそれほど高くありません。

｢日本はゴミがほとんどない
きれいな国だという話を時々聞きます。
実際、日本の学校では生徒が自分たちで
学校を掃除し、自分が行った場所や
使った場所にごみを捨てないように
教育されています。
地方自治体や地域社会は
定期的に清掃活動を行っており、
ごみの分別ルールは古くから
確立されています。

Wor ld Cleanup Dayは、こうした課題を突破し、ごみ問
題を自分ごととして捉えるよう国民に影響を与える絶好の
機会となっています。多くの個人が World Cleanup Day
に参加し始め（そして世界との新たなつながりを築き）、非
営利団体も企業も World Cleanup Dayを活用してクリー
ンアップ活動を復興させています。個人からNGO、企業に
至るすべての参加者も、世界規模のクリーンアップ運動を
通じて連帯の瞬間を楽しんでいます｡

2023年の Wor ld Cleanup Day に向けて、私たちは
100を超えるNGOや企業で構成されるパートナーの地
域ネットワークを構築し、ビーチ、都市、公園、川岸を含む 
500以上の場所をクリーンアップしました。永見和夫氏（
東京都国立市市長）やマイト・マルティンソン氏（駐日エス
トニア大使）らは、合計2万人近くの参加者に時間を割いて
支援を提供した高官の一部でした。

2024年から国連の公式国際デーとして初めて開催され
る「World Cleanup Day 」に向けて、私たちはより多く
の市民を集め、プラスチックごみやその他のごみ問題を
｢自分ごと」として捉えるよう推し進め、さらなる取り組みに
向けて頑張ってまいります。」　

浅井孝夫、Let's Do It Japan カントリーリーダー

日本

World Cleanup Day 感動ストーリー
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Keep New Zealand Beautiful が World Cleanup 
Dayに参加するのは今年で3年目となりますが、この日を
毎年恒例の「クリーンアップウィーク」の開始日としていま
す。それは地元の人々がそれぞれのコミュニティに参加して
環境改善を促すニュージーランド最大のイベントであり、同
時にごみに対する世界的な取り組みに貢献するものです｡

この恒例行事は毎春7日間開催され、個人、学校、企業、地
域グループに自然に出かけて行ってごみを拾うことを奨励
することが根幹となっています。

｢クリーンアップウィーク」は、環境から大量のごみを除去
することを促進するだけでなく、環境教育の取り組みとし
ても機能し、参加者（そして国全体）に問題の大きさと適
切にごみを処理することがいかに重要であるかを教えてく
れます。

Keep New Zealand Beautiful のCEO、ヘザー・サン
ダーソン氏は次のように述べています。「私たちは World 
Cleanup Day のニュージーランドのメインパートナーであ
ることを誇りに思います。またそれはクリーンアップウィー
クにとっても、世界中で同じ動機で多くの人々を結集させる
ムーブメントにグローバル規模で貢献できることは素晴ら
しいことです」

Keep New Zealand Beautiful は、政府主導のごみ
削減機関として1967 年に始まりました。1979年に新た

Keep New Zealand Beautiful は 
2023 年の World Cleanup Day に、
3,606人のボランティアを動員して
全国 75カ所でクリーンアップイベントを
実施、合計 35 トンのごみを回収しました。

な会則と組織を持つ社団法人となりました。同年、New 
Zealand’s Litter Act 1979 は、より厳しいごみ防止法を
導入し、ニュージーランドにおけるごみ削減推進の責任を
負う主団体として協会が公式に認められました。義務付け
られたその地位は今日でも維持されています。

Keep New Zealand Beautiful は、ニュージーランドを
代表する最も歴史のある環境非営利団体の1つであり、環
境教育やコミュニティ主導の取り組み、行動変容キャンペー
ン、ごみに関する証拠に基づいた継続的な研究を通して、
世代を超え、持続可能性や気候リテラシーに配慮したコミ
ュニティの構築に邁進しています。

Keep New Zealand Beautiful は、2024年の World 
Cleanup Day に例年同様「クリーンアップウィーク」を開
始します。

ニュージーランド

World Cleanup Day 感動ストーリー
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｢この国の汚染問題は、不十分なごみ処理インフラ、ポイ捨
てなど不適切な行動、未熟なごみ収集労働力、プラスチッ
クごみの無分別投棄と焼却、意識の低さ、資金不足などに
よって悪化しています。

Let's Do It Nigeria は、周囲のごみ問題を見てアクショ
ンを起こすよう直接呼びかけられたところから始まり、すぐ
に行動を起こすために連携し、各州で解決策を考え出す
ためのチームを結成しました。

2023年の World Cleanup Dayは、豪雨にも関わらず
非常に多くのチームが、この日を確実に名誉あるものにす
るために、あらゆる逆境をものともせずに結集しました。
実際、26,905 人がこれに参加し、WCDの国内新記録を
樹立しました。私たちは自らの行動で環境を清潔に保ち、
よりクリーンな社会を推進しようというメッセージを明確
に伝えました。

対象となった全国28州の記録によると、合計141,435個
のごみ袋に2,829トンのごみが収集されました。

参加した地域チームは、皆クリーンアップ活動が政府、企
業、コミュニティ、市場、個人にメッセージを伝える第一歩

｢人口約 2 億人のナイジェリアでは、
毎年 約 250 万トンのプラスチックごみが
発生しており、
そのうちリサイクルされるのは
10 ％ 未満です。」

ナイジェリア

になったと感じています。彼らの積極的なクリーンアップ対
策を通して、ごみ処理の改善が現実を変え、生活の質を向
上させる機会を生み出すということが明らかになりました。

これまでの過程を共にし、多くのことを分かち合い、取り組
みを継続するために費やしたエネルギー、情熱、決断力を
共有したすべての地域コーディネーター、ごみゼロ社会活
動家、団体にお礼申し上げます。

道のりはまだ長いことは承知していますが、クリーンで健康
的なごみのない世界というビジョンの達成に安住すべきで
はありません。

Let's Do It Nigeriaは皆さんに感謝の意を表します。」

オルミド・コーカー
Let's Do It Nigeria カントリーリーダー

World Cleanup Day 感動ストーリー
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ツバル諸島の島民には、
自国が直接影響を受けている気候変動に
関する意識向上について
確固たる評判があります。

地方自治体のごみ処理部門と地元の赤十字社の協力のも
と、首都圏の100人を超える人々を動員してビーチクリー
ンアップを行い、他の8つの島でも多くの学童たちが参加
しました。

初めての報告で、私たちはツバルのコミュニティをLDIW
ファミリーに迎え、14,000 kgを超える驚異的なごみ回
収に敬意を表します。Talofa and fakafetai!（サモア語・
こんにちは、ありがとう！）

ツバル

World Cleanup Day 感動ストーリー
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新型コロナウイルス後の影響もまた、人間と地球の両方を守
るための新たな取り組みを反映して、その役割を果たしまし
た。 WCD は、個々の行動がどのように集団に大きな影響を
与えることができるかをはっきりと立証しています。

WCD 2022 は女王エリザベス 2 世の逝去を悼んでいる時期
と重なり、WCD 2023も追悼の感情も冷めやらない時期に
行われました。今年、参加者はこの共通の目的意識を環境
への取り組みに持ち込んでおり、多くの人が自分たちの行
動を故女王の地域社会に対する義務という遺産への賛辞
とみなしています。

イギリス全土で、さまざまなコミュニティがクリーンアップ活
動に参加しました。地方自治体、学校、企業、その他のNGO 
がイベントを支援する上で、環境問題への理解を育むという
重要な役割を果たしました。

ソーシャルメディアでは、クリーンアップ活動の画像やスト
ーリーが共有され、#worldcleanupdayがトレンドとな
り、WCDの日に人々が一丸となって協力し、団結したその
精神や意気込みの象徴となりました。

WCDの影響は目先の環境上の利益を超えて広がり、プラス
チック汚染、気候変動、生物多様性の喪失といったより幅広

イギリスはEU脱退以来、
独特の環境課題に直面しています。
しかし 2023 年の World Cleanup Day 
では団結と回復力を強調するメッセージを
伝え、地域社会が自主的に環境管理に
取り組んでいることを示しました。
ボランティアは公園や路上、
ビーチをクリーンアップし、地球規模の
コミュニティを育む精神において、
環境責任が政治的境界を超えることを
示しました。

イギリス

い話題へと議論を広げています。それは個々の責任と集団
の力が、世界的な変化をもたらす上でどれほど重要であるか
を強調しています。

企業の参加は、ビジネスにおける環境意識の向上に大きな
変化を示しました。

企業はクリーンアップ活動に資金提供したり、従業員を環
境管理に参加させて、持続可能性への取り組みを始めたり
推進したりしました。

WCDは明らかな達成感をもって終了しました。82,000 
人を超える参加者が、不法投棄された1,450トンのごみを
回収し、以前は散乱していたエリアが復元され、コミュニ
ティはお互いや環境へのつながりをより感じることができ
ました。

WCDが2024年から国連のカレンダーに追加されたという
ニュースは、来年のイベントをより一層強力に結びつける動
機を与えてくれます！

手短に言うと、イギリスの WCD 2023 は環境への取り組
み以上のものとなりました。それは、連携、回復力、そして
コミュニティというテーマを称賛し、未来への希望に満ちた
ビジョンを提供し、大きな変化の時期を通過している私た
ちの旅を反映しており、分断や不確実性の時代であっても、
社会のために集団で行動するという考えを強化するもので
した。地球に対する善は、強力かつ永続的な方法で人々を
団結させることができます。
デビッド・パークス、WCD 英国 カントリーリーダー

World Cleanup Day 感動ストーリー
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非効率なごみ処理システムは健康や紛争、気候変動、家
を失った人々の移動、衛生・環境サービスの崩壊と明らか
に関係していて、それに不十分な行政が重なって感染症に
とっての『パーフェクトストーム』を生み出しているのです｡

ユニセフの報告によると、水と衛生インフラへの甚大な被害
により、920万人の子供を含む1,780万人以上がきれいな
水と衛生システムが整備されていない環境下にあります。

貧困は、都市部でも農村部でも基本的な家庭における衛生
管理が行き届かないもう1つの理由です。特に後者は個人
の衛生の重要性についての意識がなく苦しい生活を強いら
れています。コミュニティ全体がきれいな水と衛生設備にア
クセスできないため、日常の家庭ごみ廃棄がすでに悲惨な
状況に陥っています。

これが、イエメンの WCD チームが単なるクリーンアッ
プ活動に留まらず、包括的かつ持続可能な意識向上キャ
ンペーンを実施して、全体的な環境と健康状況の改善を
目指す理由です。子供430人と女性800人を含む、住民
2,500人を対象にしてパイロット計画が実施された地域
がありました。この計画は、WCDイエメンの国内パート
ナーである｢ブライト財団｣の自己資金で賄われました｡
何百もの家庭が戸別訪問の情報キャンペーンに参加し､

イエメンは世界で最も複雑な
人道危機の一つに直面しています。
 9年に及ぶ壊滅的な紛争と経済危機により、
何百万人もの人々が人道支援を
必要としています。

ごみ処理システムの導入、収集袋の配布、収集トラック3
台と小型ブルドーザーの配備がなされました。コミュニテ
ィのリーダーたちは、効果的な清掃活動の組織化、その管
理、そして実施方法について研修を受けました。 

5つの地区で94人が結集してすべて健全な方法で108ト
ンのごみを処理しました。その結果、住民にとってより安
全な環境が生まれ、地域社会をより良い衛生レベルに維
持するために必要な知識が定着しました。

課題はまだ残っています。溜まったごみや浄化槽はトラッ
クやブルドーザーがアクセスできないところにあることが
多く、感染や危険などから身を守るための個人用保護具
も不足していたり、懐疑的な見方をする人もいたりするた
め、参加を促すことは難しいです。それにもかかわらず、コ
ミュニティの反応によると、この実験的計画は圧倒的に支
持され、受益者の90%は参加した活動の質と有効性に満
足していると表明しました。今年は UNOPS（国連プロジ
ェクトサービス機関）チームの参加のおかげで、将来の計
画やこれからのWCD活動にとって非常に心強いものにな
りました。WCDイエメンは、国連カレンダーへの掲載が
2024年の計画への支持をどれくらい強化できるか、楽し
みにしています。

イエメン

World Cleanup Day 感動ストーリー

https://bright-yemen.com/


World Cleanup Day  ツバル
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SEEP（持続可能な環境を構築するための教育プログラム）は、
他のアフリカ諸国への拡大を目的として、Let’s Do It Worldと
Let’s Do It Namibiaによって運営されてきました。

次に協力する国は、タンザニアです。代表的な指導者組織、ニ
ペ・ファジオは環境教育の知識と活動をタンザニアの学校に伝
えるという崇高な目的を掲げています。

このプログラムは、国連の持続可能な開発目標に沿って、特に
ごみ問題、気候変動、循環型経済移行の基礎づくりに焦点を当
て、環境行動のベストプラクティスに対する意識を高めることを
目的としています。2023年に、プロジェクトのすべての教育用ラ
ンディングページとツールキットを全面的にデジタル化する機会
を利用しました。

このプロジェクトにはダルエスサラーム市の50校が参加し、ニ

タンザニアとナミビアのSEEP
(持続可能な環境教育プログラム）

ペ・ファジオにはSEEP教育とそれを主導する権限が与えられま
した。環境教育指導者の支援を受けながら学校内でのグリーン
プロジェクトの創設を促しています。ベストプロジェクトは、地
方自治体の支援を受け、メディアでもその成功が高く取り上げ
られます。

私たちは、SEEPプロジェクトモデルを Let's Do It World ネッ
トワーク内の他の国々に広がっていくことを楽しみにしています｡

このプログラムは、
Center for Environmental Investments SAによって支援
されています。

https://nipefagio.co.tz/
https://nipefagio.co.tz/
https://www.kik.ee/en
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Let’s Do It World カンファレンス2023
知恵を出し合い、楽しく団結しよう！

1月26日から29日まで、LDIW メンバーと世界中の幅広いネッ
トワークから800名を超える参加者がタリンの会場とオンライ
ンに集まり、すべての人にとってごみのない未来を構想し、創造
しました。4日間の会議中、各国のリーダー、チーム、主催者は
｢団結を具体化しよう！」というテーマのもとで集まり、互いに
学び、計画し、刺激し合いました。

会議はエストニア大統領アラル・カリス閣下によって開会されま
した。同氏は、ワールドクリーンアップデーが地球上のほぼすべ
ての国を参加させることに成功し、それ自体が素晴らしい成果
であると述べました。「Let's Do It World は、教育、気候教育
を通じて人々の考え方に変化をもたらすことを提案するプラット
フォームの1つです」と大統領は述べました。

国連人間居住計画（国連ハビタット）事務局長マイムナ・モハ
ド・シャリフ女史は挨拶の中で、すべての人にとって無駄のない
健康的な世界を築くための共同努力の重要性を指摘しました。

会議では共に、過去のワールドクリーンアップデーを祝うととも

2023年 LDIW
年次カンファレンス

グローバルプロジェクトとキャンペーン

に、モザンビーク、イラン、インド、メキシコ、エストニア、ウクラ
イナなど、さまざまな国でのクリーンアップの成功事例について
聞きました。後者では、戦争にもかかわらず、12万人近くが国を
清掃するためにやって来たと、Let's Do It Ukraine のリーダ
ー、イーウリア・マルケル氏が報告しました。

カンファレンスの最初の3日間は、環境教育や循環型経済のケ
ーススタディから環境リーダーシップに至るまでのモジュールに
基づいて学習が行われました。起業家、経済学者、著書 ｢The 
Blue Economy｣ の著者であるグンター・パウリ氏の力強いスピ
ーチや、マインドバレーのCEOであるヴィシェン・ラキアーニ氏か
らのインスピレーションとモチベーションが注ぎ込まれました｡

循環型経済のケーススタディのプレゼンテーションには、廃
棄物問題の考えられる解決策の科学的理解から得られる協
力、イノベーション、解決策の例が含まれていました。たとえ
ば、SITRAから人々により持続可能な生活を促すフィンランド
の実践、廃棄物をどのように資源に変えることができるかなど
です。Ragn Sells による貴重なリソースと､NoteAffectによる
ごみのない世界のための環境教育。その目的は、インパクト、ソ
ーシャルメディア、そして私たちの内なる世界の浄化に関するワ
ークショップによって、参加者に力を与えられたと感じてもらう
ことでした。結局のところ、世界をきれいにするだけでなく、自
分自身も大切にしなければなりません。

https://www.worldcleanupday.org/post/lets-do-it-world-annual-conference-2023
https://www.youtube.com/watch?v=aIB8sJINNuQ
https://www.youtube.com/watch?v=cant3fuw-Os
https://www.youtube.com/watch?v=cant3fuw-Os
https://www.youtube.com/watch?v=HYvIYBXunc0
https://www.youtube.com/watch?v=KWKIwQ7F3D0
https://www.mindvalley.com
https://www.sitra.fi/en/
https://www.ragnsells.com
https://www.noteaffect.com
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集中的な学習の後、会議の参加者は年次授賞式に集まり、ネッ
トワークメンバーの昨年の優れた活動が讃えられました。中世
のタリン旧市街にある「ハウス・オブ・ザ・ブラザーフッド・オブ・
ザ・ブラックヘッズ」で行われた式典では、20近くの賞が授与さ
れました。

｢チーム・オブ・ザ・イヤー」賞は、戦時中約12万人を動員した
Let’s Do It ウクライナチームに贈られた。動員賞は、ラテンア
メリカで最大の人々の参加者であるLet’s Do It ブラジルのチ
ームと、紛争、戦争、環境障害の中での貢献に対してパキスタ
ン、キルギス、アフガニスタンのチームにも授与された。

Let's Do It モザンビークは、2022年のワールドクリーンアッ
プデーでアフリカ最大の動員数と、前年比で参加者数が最も大
きく増加したことが評価され、この賞を受賞しました。彼らのチ
ームは、同国から200万人を動員することができましたが、これ
は驚くべきことです。インパクトがあります！ Let's Do It メキ
シコは、2022年のワールドクリーンアップデーに最も多くの人
々を参加させた団体であり、モビライズ（動員）賞も受賞しまし

た。LDIWネットワークの皆様、おめでとうございます。あなたた
ちは本当に素晴らしいです！

授賞式に続いて、地元ミュージシャンをフィーチャーした素晴
らしいエンターテイメントプログラムが開催されました。私たち
は、地域の古典と現代作品の素晴らしいレパートリーを提供し
てくださった大使のエリナ・ネチャエワ氏に非常に感謝していま
す。彼女はまた、Let's Do It World ネットワークに捧げ、サポ
ートする最新シングル「Planet B」も披露しました。

Let's Do It World カンファレンス2023は、欧州地域開発基
金、エンタープライズ・エストニア、エストニア国立市民社会財団
の支援を受けました。

https://www.instagram.com/p/CoJ9ctRLU7t/?img_index=2
https://eas.ee/en/
https://kysk.ee/en/
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デジタルクリーンアップデー
2023

グローバルプロジェクトとキャンペーン

2023年、第4回デジタルクリーンアップデーが3月18日に開催
されました。

この毎年恒例のキャンペーンを通して、私たちはデジタル・ライ
フスタイルを見直し、使用していないアプリや不要な電子メー
ル、画像やファイル、そしてニュースレターの購読解除など、必
要のないデータをスマホやパソコンから削除することを、個人、
組織、地域に奨励しています。

このような積極的な行動はCO2排出量の削減に貢献し、気候
変動の抑制に役立ちます。実際、毎年約10億トンのCO2がイン
ターネットとそれを支えるシステムから生み出されています。

2023年には、105の国と地域から387,283人がデジタルクリ
ーンアップデー（ Digital Cleanup Day ）に参加しました。

合計で6,968,869GBのデータが削除されました。これにより
毎年1,742トンを超えるCO2の生成を抑えることになります。

2023年のデータ削除の合計とCO2抑制数値は、デジタルクリ
ーンアップデーが始まって以来の新年間記録です。

368,440

フランス

700万GB のデータを削除

7,841

インドネシア

参加国のうち上位3ヶ国

データを多く削除した国

1,722

アメリカ

フランス

年間1,700トンのCO2生成を抑制

イギリス スペイン
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Let's Do It 台湾 が主導するLet's Do It World アジア会議
は、Let's Do It インドネシアと Let's Do It シンガポールの
共催でおこなわれました。アジア会議は新型コロナウイルス感
染パンデミックにより中断されていましたが、3年ぶりにこれら
3国の主導で7月13〜16日に台湾で開催されました。

会議はインドネシア、アメリカ、ドイツ、シンガポール、日本、マ
レーシア、インド、ミャンマー、ベトナム、マカオを含む12カ国の
代表とともに台北市で始まりました。

台湾は開催国として、会議2日目に訪問活動や学術セミナーを
開催するなどして、持続可能な環境保護をプロモーションしま
した。

Let's Do It World の代表者たちは、インドネシアからの招待
客インドネシア調整省人事副大臣ソエパルト博士、アースデイ
本部のマイケル・カラペティアン氏とともに新北市政府を訪問
し、情報共有を行い、環境プラスチック削減政策について話し
合いました。

アジアリーダー会議

グローバルプロジェクトとキャンペーン

東南アジアは料理やライフスタイルは比較的似ているため、新
北市の侯友宜市長は同市のチームを会議に導き、家庭でのビニ
ール袋の使用や夜市での使い捨て食器の使用削減に関する市
の方針を共有しました。

各国からの参加者は深い感銘を受け、それぞれの国で可能な
実施方法について議論を交わしました。ヘイディ・ソルバLet's 
Do It World 代表兼グローバルネットワーク長は、｢対話を始
めて協力関係を築けば、より多くの人が世界に変化をもたらす
環境活動に参加できるようになる」と述べました。

国立台湾大学社会科学院は、環境回復力に関する学術セミナ
ーを開催し、6人の教授が人口、環境、メディアなどのさまざま
な側面について詳しく解説、気候変動への適応性について議論
しました。開会式のスピーチでスー・ホンダ学部長は、「NGOは
世界で最も誠実な声と視点を持った組織です。このアジア環境
サミットを支援することで、私たちは世界のより良い未来の創
造に貢献することができます。」と語りました。
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｢Let's Do It Asia」ディレクターのレオ（ジャン・リャン）・リン
氏は「経験を共有し、お互いから学ぶことで、変化のさまざまな
可能性を開くことができます。」と語り、LDI 台湾代表のジュア
ニタ・ホー氏は、「市民の行動は環境問題におけるパズルの最
後のピースであり、前向きな変化を主導し促進する力を持ってい
ます。WCDと同じように、私たちの声が団結すればするほど、
私たちの影響力は強くなります。」と付け加えました。

愛らしくダイナミックでもあるLDIアジアコーディネーターのア
グスティナ・イスカンダル・クロムバッハ氏が率いる代表者たち
が再び集まり、この期間にさまざまな国が直面した経緯や課題
を共有しました。この交流は貴重で感動的なもので、2023年の
WCDに向けて私たちがさらに団結することができました。

ユースフォーラムでは企業の視点や懸念も持ち込まれ、ESG（
環境・社会・ガバナンス）の持続可能性に長年注力してきた
KPMG ESGコンサルティングのマネージングディレクターであ
るHuang Zhengzhong博士と台湾セメント株式会社の副ゼネ
ラルマネジャーYe Yujun 氏による特別講演が行われた。

Let's Do It 台湾 の持続可能な教育プログラムENODE Earth 
Citizen Ambassadors に参加する学生たちも積極的に参加
しました。交流と継承を通じて、地域に影響力を及ぼす方法を
検討しながら、新しい世代に国際的な視野を身につけさせるこ
とが目的です。
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国連ハビタットは4年に1度、ケニアのナイロビに本拠を置く本
部で総会を開催しています。World Cleanup Dayを国連国際
デーとして認定させるための世界的な取り組みを支援している
Let's Do It World とエストニア政府は、国連ハビタットの総
会での投票セッションに参加しました。

エストニア政府は関係者全員に、国連国際デーへの採択案の
承認を通じて、WCDに関わる活動や取り組みをより多くの人々
に知ってもらい、行動を起こすよう呼びかけました。その後、総
会の後に2つのサイドイベントが続きました。

LDIWは、参加外交官のWCDに対する意識を高めるために、6
月4日にイベントを主催しました。LDIWとLDIケニアのリーダー
シップに加え、ナイロビ市郡政府の支援の下、ウフル公園のク
リーンアップ活動のほか、クリーンアップ後のスピーチ、ポップ
アップごみリサイクルセンター、クラフトピクニックなどの祝典
が行われました。

国連代表団は、意識向上キャンペーン、植樹、クリーンアップ活
動を企画した300人以上のボランティアに参加しました。イベン
ト全体のために移動式仕分けステーションが準備され、発注さ
れましたが、現在、ナイロビ市のUNEP本部に新しい場所が見
つかりました。LDIWは、このイベントの開催にご協力いただい
たLDI ケニアに心から感謝の意を表します。

国連ハビタット総会とイベント
ケニヤ、ナイロビ市

アドボカシー活動
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｢World Cleanup Day 2023 キックオフイベント」が6月6日
にブリュッセルの欧州議会で開催されました。このイベントは､
責任ある資源の使用を促進し、よりクリーンでより持続可能な
地球を作るための個人の行動の重要性を強調したものとなりま
した。

環境問題を解決させる循環型経済と、ポジティブな変化を推進
する市民社会運動の重要性と役割がこのイベントの焦点でし
た。

主な講演者にはロベルタ・メッツォラ欧州議会議長、マリオ
ン・ウォルスマン欧州議会議員、ヘイディ・ソルバ Let's Do It 
World 代表、ホルガー・ホランドEU気候協定大使兼 LDIWヨ
ーロッパ地域ディレクターが含まれています。

World Cleanup Dayムーブメントに参加している27か国の指
導者たちも出席し、欧州議会議長は2023年9月16日のWorld 
Cleanup Dayへの参加を奨励しました。

さらに続いてWorld Cleanup Day、欧州連合、および世界中
の地域やムーブメント間の将来的な協力についてパネルディス
カッションが行われました。

6月8日、エストニア環境省と NGO Let’s Do It World
は、World Cleanup Day に関するパネルディスカッションを
主導し、集団的な取り組みがいかに強力であるかに焦点をあ
て、永続的な社会変化をもたらすために必要な持続可能な解決
策を見つけるためには分野を超えた協力が不可欠であると強調
しました。

パネルディスカッションには、カウポ・ハインマエストニア環境
省副大臣、アンドレ・ジクス国連ハビタット都市基本サービスセ
クションチーフ、へイディ・ソルバ氏 Let's Do It World NGO
代表、キャサリン・ムバイシケニア国家環境管理局次長で構成
され、アーメド・ファシーエジプト青年愛財団創設者が司会を
務めました。

ブリュッセルでWCDキックオフ

クリーンアップ活動をしながらイベント
ケニア、ナイロビ市

アドボカシー活動
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7月15日、ニューヨーク市で2023年の国連総会のサイドイベン
トとして行われたハイレベル政治フォーラムは、ポイ捨てを防ぐ
ごみ処理と行動変容の重要性を促進する優れたツールであると
して World Cleanup Day を取り上げました。このイベントで
は、World Cleanup Day がデータをどのようにスケールアッ
プして行動に移すことができたか徹底的に調査しました。

レイン・タムサール大使（エストニア国連常任代表）とセダッ
ト・オナル大使（トルキエ国連常任代表）によって円卓会議が開
かれました。マイムナ・モフド・シャリフ（国連ハビタット事務局
長）による基調講演「データからアクションモデルへ」が行われ
ました。

ハイレベル政治フォーラム
ニューヨーク市

アドボカシー活動

イベント中、アンナ・カリン・エネストロム大使（国連スウェー
デン常任代表）、ジャンヌ・ムラド大使（駐レバノン臨時代理大
使）、ラビンドラ大使（国連インド常駐代表代理）、ントタン・タ
オロ氏（ボツワナ地方政府省地方統治・開発計画局長）、アン
ドレア・インナモラティ氏（イタリア環境陸海省上級政策顧問)､
スティーブ・ジュエット氏（全国清掃デー）からもケーススタディ
が紹介されました。

このイベントに続いて、米国の World Cleanup Day の代表者
であり指導者である National Cleanup Day のスティーブ・ジ
ュエット氏のリーダーシップの下、ニューヨーク市のハドソン川
沿いで素晴らしいクリーンアップ活動が行われました。
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9月20日、2023年 World Cleanup Dayコール＆メディアセ
ンターがニューヨーク市に設置され、エストニアハウスからライ
ブ中継が行われました。これは、文字通り目前に開催された国
連総会（UNGA）に合わせた重要なサイドイベントとしての機
能を果たしました。

このような大きな望みを賭けた計画を実行するために､8時間の
放送スタジオプログラムが作成され、専門のオーディオビジュ
アル制作チームによって現場にスタジオが建設されました。ス
タジオでのライブパフォーマンス、インタビュー、ビデオ、ゲスト
とのディスカッションなど、この日のコンテンツはコール＆メデ
ィアセンターによって制作されました。

コール＆メディアセンターチームは、Let's Do It World 本部
のコアメンバー5名と現地ボランティア数名によって構成されま
した。ライブ放送だけでなく、NY チーム皆が100を超える国の
リーダーたちとのライブおよび録画インタビューを実施しまし
た。LDIWのタリン本部に戻ったところで、さらに30人のボラン
ティアによって追加支援が提供されました。

スタジオでのプログラムは、WCD関連トピックスについての専

米国、ニューヨーク市に
WCDコール＆メディアセンター

アドボカシー活動

門家の見解や意見で構成されました。6つのパネルディスカッシ
ョンと8つの先駆的なリーダーシップのライブインタビューなど
国連総会に直接関係する30名のゲストが参加しました。これら
には、各国大使のほか、国連ハビタットや国連SDGの代表リー
ダーたちやケルスティ・カルジュライド氏（2016〜2021年エス
トニア大統領）、ファアティハ・アヤット氏（WCDユースアンバ
サダー）などの著名な環境団体やWCDサポーターの代表者、さ
らにメルル・リーバンド氏（WCDアンバサダー兼アスリート）､
その他も含まれます。

プログラムの残りの部分では、World Cleanup Dayのリーダ
ーたちとのオンラインインタビュー、国連大使とのライブインタ
ビュー、そしてWorld Cleanup Dayに関するいくつかの重要
なビデオ録画が交互に行われました。さらに、World Cleanup 
Dayのイベントや原則に関連する多数のビデオシーケンスを紹
介したほか、後援者やアンバサダーからのライブおよび録音さ
れたメッセージやニューヨークの人々の街頭インタビューを集め
たビデオも上映しました。

このプログラムは、YouTube、LDIWソーシャルメディアチャンネ
ル、およびExponautのプラットフォームでライブ配信されました｡

https://www.youtube.com/watch?v=KW8nt-I8HqY
https://expo.exponaut.me/events/waste-free-world


LDIW ANNUAL REPORT 2023

56

9月20日 Let’s Do It World は、今年の World Cleanup 
Day に続いて国連総会に合わせ、World Cleanup Day を
国連の持続可能な開発目標の達成を加速するツールとして著
名な識者やゲストに紹介しました。

国連エストニア政府代表部と国連ハビタットの支援を受け、エス
トニアハウスで行われたこのイベントは、SDGsへのプラスの影
響を促進するものとしてのLDIWの立場を強く印象づけました。

エストニア共和国のアラル・カリス大統領は正式に議事を開
始し、｢今シーズンの国連総会における我々の目標は、World 
Cleanup Day を国連国際デーに宣言する決議を採択すること
です。私たちはすべての国連加盟国に共同主催者として参加する
よう呼びかけます。私の希望は、このイベントがすべての人にさ
らなる行動を起こし、その素晴らしい実施事例を共有し、この地
球をよりクリーンで住みやすい惑星にするよう呼びかけることで
す。」と述べました。

引き続き持続可能性問題について議論が行われました。パネリ

米国、ニューヨーク市での
国連総会サイドイベント

アドボカシー活動

ストは、マイムナ・シャリフ国連ハビタット事務局長、ジョティ・マ
トゥール・フィリップNC事務局長、マリーナ・ポンティ国連SDG
行動キャンペーンディレクター、ランジ・オウコ・アウォリ女性権
利国際問題部長、ベリス・エキンシトルキエ外務省エネルギー・
環境局長代理、ヘイディ・ソルバ LDIW 代表兼ネットワーク長で
構成されました。

このディスカッションから浮かび上がった全体的なテーマ、調整
された協力、大規模な関与、相乗効果のある協力に対して強い支
持が明らかになりました。LDIWは、これが意識向上運動である
ことを強調すると、パネリストの皆さんは、持続的で体系的な変
化を達成するには人間の行動を変える必要があることを認識し
ました。国連SDGアクションキャンペーンディレクターのマリー
ナ・ポンティ氏は、「誰もが変革の主人公となることができ、心と
心がつながれば、変化は起こります。」と簡潔にまとめました。

このサイドイベントの詳細については、ブログページをご覧くだ
さい。

https://www.worldcleanupday.org/post/wcd-hosts-call-to-action-to-un-member-states-to-unite-for-a-waste-free-world
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World Cities Day（世界都市デー）は、国連の国際ウィーク＆
デーにある多くの行事の1つです。10月31日に国連ハビタット
の｢アーバン・オクトーバー」プログラムが終了するこの日、国や
地方自治体から大学、NGO、地域に至るまで、持続可能な都市
化に関心のあるすべての人が、活動、イベント、ディスカッショ
ンを開催または参加することが奨励されています。都市の急速
な変化によって生み出される課題についての討論に参加する機
会です。

トルコのイスタンブール市で行われ、｢すべての人のための持続
可能な都市の未来への資金提供」をテーマとし、都市計画への
革新的な投資をどのように解き放つかを模索しました。

Let's Do It World は国連ハビタットからLDIW運動を代表し
て招待され、循環型経済などのテーマに関する国際的に著名な
専門家と並んで、「廃棄物から富へ」と呼ばれるハイレベルのパ
ネルディスカッションに参加しました。

循環型経済への移行に対する世界的な注目を踏まえ、パネリス
トたちは、国や地方自治体が持続可能な運営金融を通して循
環型経済に移行するために導入可能な戦略について議論しま
した。

話し合いの中で、ヘイディ・ソルバLDIW代表は次のように強
調しました。「クリーンアップだけで解決できるものではありま
せん。そして私たちは清掃するだけの組織ではありません。 
LDIW は世界中で、ごみと汚染をなくすために国境を越えて一
丸となって取り組む力を実証しているのです。意識向上に取り組
み、行動変化に取り組み、協働に取り組みましょうと。」

World Cities DayではトルコのLDIWリーダーであるジェンギ
ズ・カサク氏（写真右）とも出会うことができました。同氏は、
｢イスタンブールで開催されたWorld Cities Dayに出席する機
会に恵まれ、そこでは、持続可能で活気に満ちた都市空間を形
成しようという共通の取り組みに多くの団体が集まりました。私
たちの都市のより良い未来の構築に向けた団体の献身的な取り
組みを目の当たりにして本当に感動しました。Let's Do It トル
コを通じてよりクリーンでより住みやすいコミュニティを作ると
いう使命を継続していく中で、これらの素晴らしいパートナーと
協力できることはとても嬉しいです。」と語りました。

ディスカッションへのリンクを含む、このイベントの詳細な説明
については、ブログページをご覧ください。

https://urbanoctober.unhabitat.org/wcd
https://www.worldcleanupday.org/post/world-cities-day-2023-ldiw-in-panel-discussion-from-waste-to-wealth
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国連気候変動会議(COP28)
UAE、ドバイ市
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COP28 への出席により、WCD と LDIW 運動の知名度が
大幅に高まり、貴重なネットワーク作りとプロモーションの機
会が得られました。4日間の過密なスケジュールの中で、ヘイデ
ィ・ソルバ代表は5つの討論会に出席し、また出席したLDIW各
国リーダーたちと会いました。

エストニア国立市民社会財団（KÜSK）の支援を受けて、LDIW
代表団は12月9日にドバイに到着しました。ディスカッション､デ
ィベート、ネットワーキングの長くて忙しい週末が始まります｡

LDIWは、国際固形廃棄物協会（ISWA）での2つのパネルデ
ィスカッション（「ごみゼロ：意識から行動へ」と「持続可能な
ごみ管理のためのデジタルイネーブラー」）、そしてエストニア
パビリオンでの3つのパネルディスカッション（「持続可能な
変化のトリガーとしてのWCD」、「アフリカ諸国におけるWCD
インパクトモデル:モザンビークの例」、および「気候適応と水: 
スマートソリューション、スマート雨水利用システム、利用可
能なオープンデータ」）で講演するよう依頼されました。完全
な概要については、次のページのリンクを参照してください。

国連国際デーに World Cleanup Day を追加する決議を宣言
する国連総会の公式発表は、エストニアのパビリオンで開催さ
れた、「持続可能な変化のトリガー」パネルディスカッションの
始まった時でした。このディスカッションには長年LDIWとWCD
の支持者であるケルスティ・カリュライド元大統領（2016 -
2021）を迎えていました。

COP28 で注目を集めた Let’s Do It World と 
World Cleanup Day

この刺激的なニュースは、パネルディスカッションでもCOP28
自体でもWorld Cleanup Dayを積極的かつ公に宣伝する絶好
のプラットフォームとして機能することになりました。

さらに、COP28 はLDIW ネットワーク内のつながりを深めるメ
カニズムとして機能し、出席した World Cleanup Day 各国リ
ーダーたちへの話題提供となりました。出席したリーダーたちは､
グルサラ・ガシモワ（アゼルバイジャン）、ファタイ・アイナ（ベニ
ン）、エディレイン・ペレイラ（ブラジル）、マハマト・ソウカヤ（チ
ャド）、アイヤン・チニバエワ（キルギス）、アブドゥル・ハク・バ
ングラニ、グルファム・アビド（パキスタン）。リンクをクリックし
てインタビューをご覧ください。

別のイベントでは、プロジェクト・ライズのムスタフ・アリ氏とア
ラブ首長国連邦の WCD カントリー リーダーも参加してくれま
した。リーダーたちとの会話では、地元だけでなく世界にも社会
的にWCDを最大限に高める方法に焦点が当てられました。これ
らの素晴らしいリーダーたちに会えたことは、とても豊かでやり
がいを感じる経験であり、本当に光栄なことでした。

アドボカシー活動

https://kysk.ee/
https://www.worldcleanupday.org/post/united-nations-adds-world-cleanup-day-to-un-international-calendar
https://fb.watch/qyEa5NmJu4/
https://fb.watch/qyEf7ts9Ul/
https://www.facebook.com/watch/?v=1060671628650625
https://fb.watch/qyEnWT_vhy/
https://fb.watch/qyEnWT_vhy/
https://fb.watch/qyEwRJFBtO/
https://www.thedawoodibohras.com/project-rise/
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ISWA（国際固形廃棄物協会）パビリオンに話を戻すと、「持続
可能なごみ管理のためのデジタルイネーブラー」に関するディス
カッションでは、プラスチックごみなどをリサイクルするための
スマートごみシステムの専門家を中心に進められました。議論の
対象となったのは、ごみ分野における気候変動回復力の促進、
国民と既存データとの架け橋の構築、デジタルアウトリーチ力の
活用、この分野の前進させる焦点である社会的関与を高めるこ
となど、オープンデータの役割でした。

COP28を総括すると、私たちの代表団は、LDIWとWCDを代
表し、あらゆる分野で新たなつながりを作り、ムーブメントのア
ンバサダーとしての役割を果たしただけでなく、極めて重要なこ
とに、私たちの使命に強い関心を示してくれる新しい友人を作る
ことができたことは幸運なことでした。WCDのリーダーがいな
かった国に、将来的にWCDリーダーになってもらえそうな人が
何人もいることを確信しました。

関わり合うこと、エンゲージメントが最も重要です。現実の人々
とリアルタイムで対面で会話できる体験に勝るものはありませ
ん。場所、政治的内紛、抗議活動など、COP会議にはさまざま

な議論が集まるにもかかわらず、COP28に参加し、このような有
意義な関係を築く機会を与えていただいたことに、私たちは非常
に感謝しています。

Let's Do It World は非政治的で包括的なムーブメントであ
り、World Cleanup Day はまさに私たちの価値観、すなわち
協力、積極性、そして人々のおかげでこうした動きが生まれてい
ます。これらがなければムーブメントを起こせません。それ故、ど
こにいてもできる限り皆さんを代表するよう努力しています。

最後に、この4日間から得た最大の教訓は、人々の力は権力者よ
りも大きくなり得るということであり、私たちの使命は、世界中
の人々が団結することを学び、世界の強力な善の力になることを
確実することです。

すべては私たち個人の選択から始まります。

    私たちのブログページで、COP28での私たちの存在に
    関する詳細な説明をお読みください。

アドボカシー活動

https://www.worldcleanupday.org/post/lets-do-it-world-and-world-cleanup-day-make-a-splash-at-cop28
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エストニア共和国政府は、2024年から9月20日と正式に指定
された World Cleanup Dayの公式国連デー承認を求める主
要な参加者でした。NGO Let's Do It World が発足して以来、
エストニア政府は Let's Do It World 本部やその広範なムーブ
メントのパートナーとして、一貫して重要な支援者の役割を果た
しています。

2020年以来、Let's Do It World は Waste Wise Cities 
UN-Habitat（国連人間居住計画）諮問委員に任命され、世界
的なキャンペーンや地域への関与に関する専門知識を提供して
きました。UN-Habitat と Let's Do It World の間のパートナ
ーシップは、2021 年に覚書に署名し正式に締結されました。こ
の協力的な取り組みは、包括的で安全かつ回復力のある地域と
都市を育成することに力を尽くしています。共同イニシアチブに
は、持続可能なごみ管理、ごみに対するポジティブな認識の提
唱、廃棄物から資源への考え方の転換、Waste Wise Cities（
ごみ処理の行き届いた都市）とWorld Cleanup Dayを支援す
る地方、国内、地域、国際的なイベントへの積極的な参加が含
まれます。さらに、国連ハビタットは、今後の World Cleanup 
Dayの事務局を主催する協力組織です。

エストニア共和国政府

国連ハビタット
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国連SDGアクションキャンペーンは、一般の人々に参加を呼びか
けて活発化させ、メディアの関心をも引き込みながら準備された
イベントを通して、1,700 以上の組織と協力し、世界中から数百
万人を動員し、持続可能な開発目標 (SDGs) を積極的に追求し
ています。 Let's Do It World は、国連Act4SDGsキャンペ
ーンの招集パートナーを務めました。#Act4SDGsに特化したグ
ローバルウィークが 9月に開催されますが、Let's Do It World
はWorld Cleanup Dayなどの取り組みで毎年貢献しています。
これらの共同の取り組みは、SDGsの進歩促進にプラスの影響
を与え、人間と地球双方に有意義な変化をもたらしてきました。
国連SDGアクションキャンペーンと Let's Do It World は協
力を強めて取り組める追加分野を特定するために定期的に戦略
会議を開催しています。注目すべきことに、2023年には World 
Cleanup Day は傑出した動員活動への努力が認められ、国連
SDGアクションアワードを受賞しました。

Let’s Do It World のアフリカ大陸における世界で最も重要
なパートナーは、アフリカ国立オリンピック委員会(ANOCA)
です。ANOCAは、過去および現在において、World Cleanup 
Day に積極的に参加する戦略を考案してきました。活動内容は
ごみ収集、側溝のクリーンアップ、街や海岸のクリーンアップな
ど多岐にわたります。これらの革新的な取り組みは、国内オリン
ピック委員会によって実行され、政府や市民社会のパートナーと
協力して、アフリカ全土でこのイベントを確実に成功させてきま
した。ANOCAは、スポーツを環境に優しい活動と持続可能な
開発の中核に据えることを優先する価値観を一貫して支持して
います。さらにこの組織は、アフリカの若者の間にクリーンなス
ポーツ環境を維持することの重要性についての意識を高めるこ
とを目的としています。

国連SDGs

アフリカ国立オリンピック委員会

Let's Do It World は、国連環境計画と国連環境総会の両方の
メンバーとして正式に認定されています。これは、地球環境への
取り組みに対する組織の活動が高く評価されているということ
です。 Let's Do It World は認定メンバーとして、他の国際パ
ートナーとの協力活動に積極的に取り組み、環境の持続可能性
と意識という共通の目標に向けて取り組んでいます。

UNEP（国連環境プログラム）

パートナーシップ
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概要

概要

概要

概要

概要 概要

概要

World Cleanup Dayに
何人がごみ拾いに来たか

LDIWのネットワークで
国民の5％以上が関与した国は

いくつか

ローカルネットワークチャンネルと
WCDグローバルチャンネルの

両方の合計フォロワー数

World Cleanup Dayに
何カ国が参加したか

World Cleanup Dayで
何トンごみが収集されたか

リーダーが自分のしている仕事が
どれだけインパクトがあり、どれだけ強く

ネットワークに属していると感じているか、
またそれ相応の評価を得ていると

感じているか、など

WCDのコールセンターと
国別報告及び

メディアモニタリング

ネットワーク調査

LDIW各国リーダーの
WCD報告書

ソーシャルメディアとデータ分析

LDIWネットワークの国、
LDIWパートナーによって

動員された国、
WCDウェブページでの

報告、メディアモニタリング

LDIW各国リーダーの
WCD報告書

ネットワーク調査

参加各国の人口５％

行政 80%
大統領・首相 20%

大臣 60%

30カ国

Facebook: 200,000 　
Instagram: 70,000 　

X: 3,000
TikTok: 10,000

190カ国 100万トン

8.0

方法

方法

方法

方法

方法 方法

方法

2023年の目標

2023年の目標

2023年の目標

2023年の目標

2023年の目標 2023年の目標

2023年の目標

World Cleanup Day
参加者数

公共機関が
World Cleanup Dayに

関与した国の割合

人口参加率5％超の
WCD参加国数

ソーシャルメディアの
フォロワー数

World Cleanup Day
参加国数

World Cleanup Day
で回収されたごみの量

ネットワーク内リーダー
の幸福度

(１０段階評価）

2023年の結果

2023年の結果
2023年の結果

2023年の結果 2023年の結果 2023年の結果

2023年の結果

重要業績評価指標

1,910万人

行政 77%
企業代表 56%

大統領 4%
首相 7%

環境大臣 30%
その他の大臣 18%

Facebookグローバル: 152,000
Instagram: 52,500

LinkedIn: 2,503
TikTok: 178

YouTube: 11,500
Facebook総数: 1,500,000

3カ国 198カ国 218,704トン

7.53
(86カ国)

公共機関、政府関係者が国、
または地域レベルで資金調達、清掃、

コミュニケーション面に協力、
参加した国の割合
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